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直接 経費 間接 経費 合　　 計
平成 1 7 年度 2 ，0 0 0 千 円 0 2 ，00 0 千 円
平成 18 年度 2 ，0 0 0 千 円 0 2 ，0 0 0 千 円
平成 19 年度 2，5 0 0 千 円 75 0 千 円 3，2 5 0 千 円

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ト ッ プ ス ル ［m a r s e l ’ 第 二 接 揺 帆 I風 【風 力 6
～ 7 （秒 速 約 1 7 メ ー トル ）】、曇 り と き ど き 晴
れ 。














































南東 号音 を鳴 らし、大砲を発射す る。
4 東南東
西徴南
トップスル風、曇 り。第 4 時187のは じま り
5 に本船お よび僚船 に出航の合 図があ り、わ
6 れ われ はた だちにポ リシ ェレツク川 河 口




錯 した。第 5 時、錨 を上げ、タ ッキング帆
走 し、ポ リシャヤ川か ら来 る僚船を待つ。
‥サ ー ジェン188の深 さまで進む。第 8 時の
おわ りに水深 11 サージェン、底質が灰色
の砂 の地点で畳帆 し、投錨 した。
ポ リシェレツク川河 口か らダブル ・スルー
11 プ船ナ ジ ェージ ダ号 とポ リシェ レツ ク号
12 が出航。 われわれは錨 を上げ、前橋帆、






















































































































いつ 、 どん な岸 あるい は島 、 あるい は他 の特徴 的 な場所 が 見 えたの か。
第 6 時 のは じま りに 、陸 地 を確認。そ の 北端 は東微 北 、距 離 2 0 露 里、南端 は 南徴 南微 西、
15 露里 。第 8 時の は じめ、最 初 の 3 つ の分 立岩 を西 南西 、距 離 15 露 里、大 きな 岬 を西微 南、
距離 15 露 里 、そ の岬の端 を西 微 北 1／2 西 、距 離 18 露 里 に確認 。岬 あ るいは 島 を西 北 西、拒
離 14 露 里、そ の先端 を北西 1／2 西 、距離 14 露里 に 、陸 地 の一端 あ るい は島 を北 西徴 北 、距
離 15 露里 、その先 端 を北 北西 3／4 西、距離 15 露里 に確認 。 これ らの間 には海 峡 あ るい は入

















173 9 年 6 月 17 日（日）
午
後



















前橋帆 を下ろ した。ダブル ・スループ船ナ
ジェージダ号が見 えなくなった。


















が帆走 していた。小船艇 カヴリール号 くら
いの大きさの大型船 1 隻が岸 を離れポ リ
シェ レツク号に接近 したが、ポ リシェレツ
ク号が東 に向 くと、 日本船 は陸に戻って
いった。




































ては、上述 した とお り。

















い つ 、 どん な岸 あ る い は 島 、 あ る い は 他 の 特 徴 的 な 場 所 が 見 え た の か 。
午 後 第 4 時 の お わ りに 、以 前 確 認 した 陸 地 を 確 認 。 そ の 南 端 は 南 南 西 、距 離 1 と 1／2 オ ラ
ン ダ ・マ イ ル 、 北 端 は 北 微 西 、 2 オ ラ ン ダ ・マ イ ル 。 午 前 第 6 時 、 前 述 の 陸 地 の 一 端 が 北 東





























主 格 帆 を 絞 り、 ダ ブ ル ・ス ル ー プ 船 ポ リ
シ ェ レ ツ ク 号 と と も に あ と を追 っ た 。 西 に
陸 地 が 間 近 に 見 え 、帆 走 、 あ る い は 停 泊 し
て い る 小 型 の 木 造 船 あ る い は 日本 船 が さ
ま ざ ま な位 置 で 確 認 され た 。 海 岸 は岩 で 、
4 4 西 南 西 この 岩 場 は 豊 か な森 林 で 覆 わ れ て い る が 、



























































































東南東 水深 23、22 さらに 20 サージェン、床質は
灰色の粗砂。





1／2 南 船 ナ ジェー ジ ダ号 とポ リシェ レツク号が
後続。水深 2 1、20 サー ジェン、床質は灰
色の粗砂。
22 、23 サージェン、底質 は同様。
26 サー ジェン。














1／4 2 4 、23 サージェン。海床は細かい砂礫 と
小石。
第 4 時のおわ りに前方に岬を確認。水深 23
5 サージェンまで進み投錨 した。床質は黒




8 リシェ レツ ク号 も上述の 岬の近 くに投錨
9 した。午前第 5 時、 日本人が漁船でやって
10 同上 きて、われ われ の船に横付け し、その舟か
11 同上 ら日本人 を数人、われわれの船に乗せた。
12 同上 彼 らはわれわれのも とにヒラメと、さらに
ヨー ロ ッパ で もアジアで も見た ことがな
い 4 種の魚 を持ってきた。また 日本人は米、
幅広 で大 きい薬タバ コ、大根、きゅうり、



















173 9 年 7 月 3 日（火）
午
後









3 2 きわめて弱い風。8 名 と補給兵曹、そ して

















ルギ ンを乗せ た搭載艇 を派遣 した。 ダブ
ル ・スループ船ポ リシェ レツク号は曳船 と
な り、水を補給する目的で陸まで漕いだ。
水深 60、45、34 サー ジェン。
水深 32 サージェン、底質は灰色の細かい
砂 と粗石、霧 は少 し晴れた。
水深 32 サージェンの位置に投錨、底質は





11 2 1／2 グール ヌイ1島【シコタン島1の近 くで、ダブ
12 2 1／2 ル ・スループ船ポ リシェ レツク号は、われ
われのために、また上述の親方ガルデポ リ
が乗っている搭載艇のために、73 檜分の水
を求めて派遣 される。彼 らが接岸 した前述
の島は絶壁 と岩ばか りで、水は入手できな

















ダブル ・スループ船で大砲 1 門が発射 され、



































































ルデポ リ乗船 の搭載艇 をフイグールヌ イ
島に派遣 した。ポ リシェレツク号のために






は火打 ち石銃 1 発の応答があった。
搭載艇が戻った。1 樽分の水を運んできて、
10 つぎの とお り報告 を行 った。 島には白樺、
11 エゾマツの樹木があ り、スイカズラ、ビャ
12 クシ ン に似 て い る が別 の種 類 の もの 、
1
ハナウト


















い つ 、 どんな岸 あるい は 島、 あ るい は他 の特徴 的 な場 所 が見 えたの か。
午前 0 時 、 フ イグール ノ ヴオ島の南 の 岬 が南微 西 1／2 西 、距 離 5 分 、北 の岬 が東微 北 1／2














173 9 年 7 月 5 日（木）
午
前
5 南南西 この 時 間 に前 記 の フ イグ ー ル ノ ヴォ 島か
6 南西 ら補 給兵 曹 ア ンチプ ・カル トウノフ乗船 の
7 南 搭 載 艇 が戻 り、海 岸 か ら緑 の小 枝 がついた
8 南 南東 ぶ ど うの 枝 とさま ざまな花 を持 ち帰 り、つ
9
10
ぎ の とお り報告 した。 ダブル ・スルー プ船
ナ ジェー ジ グ号か らは 島 に 7 人 は どの人 と
犬 1 匹 が見 え、人 び とは その犬 を捕 まえ よ
うと して いた けれ ども、捕 まえる こ とが で
きな かっ た。 ク リル 式に折れ 曲が った オー
ル も見 え 、進 水用の コロ も折れ 曲 が って い
て カ ムチ ャツカ風 に見 え る。
第 8 時 に ダブル ・ス ル ー プ 船 ナ ジ ェー ジ


















い つ 、 岸 あ る い は 島 、 あ る い は そ の 他 の 特 徴 的 な 場 所 が 見 え た の か 。
午 前 第 6 時 、 霧 が 少 し だ け 晴 れ 、 フ イ グ ー ル ノ ヴ ォ 島 の 入 江 か ら 最 初 の 岬 を 南 、 距 離 2 露
里 に 、 ま た 水 を 汲 ん だ 川 を 羅 針 盤 で 南 東 微 東 、 距 離 4 露 里 に 確 認 し た 。 午 後 第 1 2 時 、 霧 が
晴 れ 、 わ れ わ れ か ら 最 初 に あ っ た 北 の 岬 を 羅 針 盤 で 東 北 東 、 距 離 5 分 、 2 番 目 に あ っ た 北 の
岬 を 羅 針 盤 で 東 微 北 、 距 離 4 分 、 3 番 目 に あ っ た フ イ グ ー ル ヌ イ 島 の 入 江 に つ な が る 大 き な
海 峡 を 羅 針 盤 で 南 東 1／2 東 、 わ れ わ れ か ら の 距 離 1 と 1／2 分 、 水 を 汲 ん だ 小 さ な 海 峡 を わ れ
わ れ の 位 置 か ら 羅 針 盤 で 南 東 微 南 、 距 離 2 分 、 同 島 の 南 の 岬 を 南 西 微 南 1 ／2 西 、 距 離 4 分 に
























水深 30 サージェン、底質は石 と砂に投錨。
2 濃霧 、ときどき晴れ。本船 よりこの二椿帆
3 船の航海 士マ トヴェイ ・ペ トロフのもと、
4 補給兵曹、漕 ぎ手 4 名、ク リル人通訳 2 人、
5 この 2 人の ク リル人 との通訳 を行 な うコ
6
7
サ ック大尉 であ るポ リシェ レツクの出納
官の息子ザハル ・ドログォセコフを乗せ、
本船 の搭載艇で出発 した。この航海 士ペ ト
ロフは、 フイグールヌ イ島の入江 を視察
し、その水深 を測定 し、入江が有事の際に
待避港 と して適 してい るのか調査す る よ
うに命 じられた。




















格帆、後棒縦帆 を張った。風 は トップスル
で霧がかかっている。 ダブル ・スル ープ船
ナジェージダ号が後続。
太鼓の号音に返答が ないため、本船 より第
一大砲を発射 し、太鼓 を打 った。その発射
に対 してもダブル ・スループ船か ら返答は




ゼ リョー ノイ 島へ の航路 あるい は経路 、 また その付 近 と投錨 地
船 は島 か ら約 3 露 里の位 置 に投錨 した。この 島に接 近す るにつれ て水深 は 5、6、6 と 1／2、
5、4 と 1／2、 5、3 と／2 サ ー ジ ェン、海 岸 に最 接 近 した約 半露 里 で は 3 サー ジ ェンだ った。
つい に搭載艇 で岸 に到着 したが 、島 には人 も住居 も森 も確 認 されず 、た だ草原 が ある ばか り
だ った。
いつ、岸あるいは島、あるいは他の特徴的な場所が見えたのか。
午後第 3 時、東方に低 い陸地 を確認。その東端は南東微東 、距離 9 分、南端は南徴東、距
離 10 分。午後第 6 時の半ば、前述 した陸地の位置 は東端が東南東、【距離】8 分、南端 は南、
【距離】9 分。午後第 7 時の半ば、上記の島の岬は羅針盤で東、【距離】5 分、別の岬は南微東、
【距離】5 分。午前第 8 時、陸地を羅針盤で南西、【距離】1 分に確認。 この陸地は西北西 と東南



















































第 2 時の半ばに出帆 し、針路 をとる。水深
は 5、6 、5 サージェン。
4 と 1／2、 5、6、7 サージェン。
7 サージェン。
第 6 時の半 ば、前方に陸地を認め、水深 18

















東南東 2 点鐘 191のは じめに錨を上げ、前方に陸地
と低い岬を確認。
第 8 時、1 点鐘の半ばに、水深 11 サージェ
9 ン、上記 の底質に投錨。第 8 時のお わりに












いつ 、岸 あ るいは 島、 あ るいは他 の特 徴 的 な場 所 が見 えた のか。
午後 第 1 時 、まず フイ グール ヌ イ島 よ り南 端 を羅 針盤 で南東 、［距 離］15 分 に認 めた。 午後
第 3 時 にゼ リ ョー ノイ 島 を確認 した。同 島か らの 距離 は 1 分 、この位 置 か ら南端 は南西 、【距
離】3 分 、東 端 は東微 南 、【距 離13 分 で あった。 午後 第 6 時 の半 ば、前 方 1 分 の 距離 に陸地 を




















第 3 時 の は じめに、海軍少 尉 シェ リテ イン
2 グ乗船 の搭 載艇 が村 か ら戻 り、この村 か ら
3 住 人 8 人 をわれ われ の二橋 帆 船 に連れ て き
4 た。 彼 らは外見 が ク リル の民 に似 てお り、
5 ま た この異 郷 人 た ち は裾 長 で 模 様 つ きの
6 さま ざま な継 子 を縫 い 付 けた 服 を着 て お
7 り、裸足 で ある。足 全体 、体全 体 に毛 あ る
8 い は髪 が生 えてお り、 あ ごひ げ は大 き く、
9 細長 く、黒い。老齢 で 白髪 の者 はひ げ も髪
10 も 白い 。 耳 に銀 の輪 を つ け て い る者 もい
1 1 る。彼 らの舟 は ク リル の民 の もの に似 て お
・120－
12 同上 り、ク リルの民 と話す。この者たちは、雄
鶏の前にひ ざまず き、両手を組 んで一方の
手を他方に曲げながら、額に近づけ、深 く
お辞儀を した。それはまるで何か贈 り物 を
も らった ときにお 辞 儀 をす るか の よ う
だった。海軍佐官マルテ イン ・ペ トロゲイ

























錨 を 上げ 出帆 、 ダブル ・スル ー プ船 ナ
ジェー ジダ号が後続。
後橋縦帆、前格帆 、支索帆を張る。











豪雨、錨が もたず 、そのため別の錨 と左舷
主錨をお ろす。その長 さは、右舷副錨 toia






午後第 1 時、ムクシル島を確認。その西端は西微北、【距離】20 分、南端は西微南、【距離】20






































7 静穏 下ろした。大雨。ダブル ・スループ船ナ
8 静穏 ジェージダ号を召集するために、本船の船
9 静穏 尾に旗信号を掲げた。ナジェージグ号が接
10 静穏 近 したとき、海軍佐官シパンベルフ閣下
11 静穏 は、乗組員全員の健康状態が良好か尋ね、



















削 霧 え、あらゆる危機に備えておくよう命 じ




















い つ 、 岸 あ る い は 島 、 あ る い は 他 の 特 徴 的 な場 所 が 見 えた の か。
午 後 第 5 時 、 前 方 、 西 微 南 微 西 、 【距 離 118 分 に 陸 地 を 発 見 。 右 側 の 西 北 西 、 ［距 離 】192分 、 微
マト　マ北 西 193、 【距 離 】9 分 に 丘 を確 認 。上 述 の 陸 地 は 松 前 島 。 同 島 を 午 後 第 7 時 に 南 微 西 、【距 離 】18
分 、 南 南 西 、 ［距 離 110 分 、 西 南 西 、 【距 離 】16 分 、 西 微 南 、 【距 離 】14 分 、 西 北 西 、 【距 離 】16 分





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1861；Mapt｛OB A・H・KpyⅡIe一IHe KOpa6Jl兄1（HeBEJ｝〉y6epeIY）B HoBO・ApxallI℃皿CXOIt）TIOpTa：Pacclta3
0tIeIiI研qa／／MocXBIT月HIⅢ．1849，q．4，No，15，C．97・120を参照のこと）。
167史料喧鳩．58（第3部Nn28）を参照のこと。
168オーストリア帝国領内で行なわれた1805年の戦役と、11月20日にロシア・オーストリア軍の敗戦で終
結したアウステルリッツの戦いのことをさしている。
－540－
の支配地、すなわち松前、サハリン島において徐々に始めることが可能であろうということであ
る。ただ必要なのは中国人が住むサハリン島で、紛争や悲しみ、我々に対する中国政府の反感を
呼ばないよう、またシベリアと国境を接しているということから通商関係において有益でありう
るような大国との関係を維持するためにも、復讐への恐れではなく熟慮された礼節から不変の決
まりを結ぶことである。私は期待するのだが、かような行動をとれば沿岸地域の住民を秘密の取
引に引き込むことが可能になり、彼らが取引のうまみを感じてそれに慣れて継続を望むように
なったときには、政府自らそれに水をさす要因というものはなくなるであろう。このような試み
をすることだけが残されているのであり、閣下がアメリカにおられるならばここからは送る必要
もないような好ましい指示を、閣下は最初の船に与えるだけにとどまらないだろうということか
らもそれはより好ましいことなのである。ポルトガル人、スペイン人のアメリカにおける支配地
域で英国人は秘密の保護的な取引を行っており、私としては自分の原則からしてそのような取引
を認めることとは無縁であるが、それでもかような取引は彼らのところでは行われているのであ
る。
このように、会社の成功の拡大に資するあらゆる問題を検討しつつ、私はカディヤクからベー
リング海峡まで、外国の競争相手が存在しないアメリカ北西部海岸地区で、カディヤク支部が現
地の判断で狩猟を拡大しない理由は見当たらないと考える。この海域の自由な沿岸と島々は、シ
トカ島まで延びる南部の緯度地域同様、我々に無尽蔵の富をもたらし、ボストン会社や他のヨー
ロッパ人との通商をめぐる不和から我々を守るのに充分である。会社が一人前に成長するまで、
本当の我々の利益にとっては、現地の海域で出くわすところのボストン会社の人々に対するあら
ゆる面での丁重な態度が大事であるということを私は疑いなく信じており、彼らの船をしかるべ
く受け入れたパラノフ氏の思慮169をいくら褒めちぎっても充分とはいえない。
広東における取引は、我々の2隻の船が現地で交易したにも関わらず中国政凧こよって認めら
れておらず170、このことについては最近、北京からのリストをここでも受領した。しかし会社は
この禁止措置をもってその将来の展望を推し量るべきではない。というのも、状況は変化しやす
く、会社の使命というものは永遠とみなされているからだ。
次に私は、貴下が皇帝陛下と皇后陛下に献じられた贈り物がちょうど適当な時期に贈呈され、
寛容にも受領されたということをお伝えせねばならない。貴下が賞賛した役人フォツセは、元老
院に出された勅令によりリパフ税関長に官位をつけて任命された。貴下が送られたアレクト［ア
リューシャン］列島のいくつかの島々に関する情報は、しかるべき形で受領された。
169史料⑥恥．80（第3部No．39）を参照のこと。
170史料⑤No．82（第3部恥．40）を参照のこと。
－541－
会社の本部が貴下をフィリピン諸島にある商社、南米のその他の港へ派遣するよう貴下が希望
されているのはまことにもっともであると貴下に同意せずにはおられないが、いかなる手段を用
いて貴下のこの要求を満足させることができるだろうか？スペイン人はあそこでは誰をも取引
には入れないし、また同様に極めて人を信用しないし、決断力がない。好ましい政治的状況のも
とで懇請するとしても、早急な回答を期待するのはそれがどんなものであろうと無理であろう。
これと同様に去る6月、ポルトガルが我々の船舶に対しブラジルで少なくとも新鮮な生活必需品
だけでも補充することを許可するよう私は懇請したのだが、やはり今にいたるまで回答は寄せら
れていない171。しかしスペインは友好と血統の同盟にも関わらず、ナポリの君主国家を隷属から
救い出すことはできなかった172ほどフランスの統治者に従属しているのに、ロシアはフランスと
現在のような状況にあるとき、それでなくてもスペインが果たして犠牲にするかどうかもわから
ないようないくつかの例外をスペインに対して要求することができるのであろうか？
私は、1805年7月18日付けのウナラスカ島からの貴下の短信173に添えて私に当てられた封
筒を皇帝陛下に持参することにより、貴下の委任を実行した。
ここに1805年4月28日付けの勅書174からの写しを添付するが、その中で皇帝陛下は貴下に対
してモノグラムのついた煙草入れを褒美として与えられることを許可なされたが、貴下がアレウ
ト列島へ出発したあとにカムチャツカへ特使が到着したため、こちらに戻された公用封書は貴下
のお母上に渡された。
貴下への報告として私が追加すべきは、ナジェージダ号、ネヴァ号の順調な到着のあとで両船
の艦長たちは、将校同様に陛下の御慈悲を授かったということである。これに続いて、これまで
に得られたあらゆる情報からすると、会社の利益に献身的で、仕事に倦むことなく、気力と知識
に満ち満ちた人と言われる我が会社の代表である六等官パラノフ氏に、皇帝陛下は聖アンナ第二
1711806年にロシアはポルトガルに対するいくつかの外交的措置を講じた。8月8日外務大臣A．「ね．プドベル
グ男爵はリスボンへの代表Ⅰ．M．ワシリエフに海軍准将Ⅰ．Aイグナチエフの艦隊（戦艦「シーリヌイ」「トヴヨー
ルドウイ」「ラフアイル」「モーシシヌイ」「スコールイ」、フリゲート艦「リョーフキー」「フローラ」、外洋
帆船「シュビッツベルゲン」、カッター船「ストレラー」）がこの港に入港することが可能かどうか明らかに
するよう命じた。この艦隊は、当時アドリアテイクにあった海軍中将D．N．セニヤヴィンの艦隊を増強するべ
くクロンシタットを出航した。ロシア政府はフランス、スペイン間の軍事同盟締結と実質的に継続している
フランス・ロシア戦争の結果、ポルトガルが極めて困難な状況に置かれたということを理解していた。8月
14日プドベルグはリスボンへ、ブラジルとの海洋貿易の将来性、およびポルトガル政府が「産米会社の船が、
カムチャツカあるいは露領アメリカから出港して、現地で生産される商品を購入したり、それらを我々の商
品と交換するためにブラジルの港に入港したりすること」について同意するかどうかについて、2番目の質問
状を送付した（BoeBa月∴汀eTOnHCbpyCCIく0Ⅰ℃如oTa．MocxBa，1948，C．173；BHP，T．3，C．258－259，271・272を参
照のこと）。
1721806年両シチリア王国の大陸部分からフランス人が追い出したナポリのブルボン朝を、フランスの同盟
国であるスペインのブルボン朝が助けなかったということを示唆している。この地域にはナポリ王国が作ら
れ、当初ナポレオンの兄であるジョゼフ・ボナパルトが王となり、その後皇帝の妹の夫、元帥Ⅰ．ミュラが王
となった。
173史料（診m75を参照のこと。
174史料（診No．65（第3部Nm32）を参照のこと。
－542－
勲章を授与しようと思し召されている。
いまや陛下により承認された指示に基づき、我々の入植地の経営を改善し、現地の造船を鼓舞
し、現地の風習にふさわしい認識に基づいて裁判制度をつくって刑を執行し、市民的かつ道徳的
な社会秩序のための確固とした基礎を打ちたてつつ、貴下は西岸沿いにアレウト列島より先で漁
襟を進展させ、もし可能ならば日本の北端へ取引のための船を、簡潔かつ好意的な訓令を付けて
派遣し、かくして状況そのものの力を克服して、会社の事業の範囲を拡大されたし。私の閣下た
る貴下が、これらの計画の実現を加速し、その業績に対して貴下にとって相応しい褒賞を与える
よう、好ましくも正当に私が君主に請願できるよう、貴下がなされることを心より期待している。
とはいえ心よりの敬意と恐憧謹言。
伯爵ニコライ・ルミヤンツェフ
ABnPH，由．IIJI．apX∬B，1－7，1802，Ft．1，rl，31，JI．246－250，252．原本
（寺山恭輔　訳）
48．露米会社総本部社長M．M．ブルダコフにあてたN．Rレザーノフの臨終の書簡17㌔（（萱恥101）
1807年1月24～26日
ついにイルクーツクに到着！この町を目にしたとたん、涙があふれた。ペンを取って書きな
がら一日中涙を流している。愛しいかけがえのない我が友176は、私の胸に以前と変わらぬ姿で生
きている！今日は私の結婚記念日だ。幸せだった頃の情景をありありと思い浮かべ、すべてを
思い浮かべ、涙にむせんでいる。君もここで涙を流すことだろう。我が友よ、君も涙を流し、こ
の心地よい贈り物を彼女に捧げるしかないのだ。彼女は心から君を愛していた。君も同じように
彼女を愛していた。私は君より先に彼女と会うだろうから、そのことを伝えておくよ。私の体か
ら力が流れ出ていく。日に日に病状は悪化し、体が弱っていく。君たちのところまでたどり着け
るかどうかわからない。自分の力と残された時間を考えている。旅の途中で死にたくはないから、
彼女の父親177に近い、ここズナメンスキー［教会］に留まった方が良いかもしれない。
今日、急使から受け取った母と子供たちの手紙を読んで、体中の傷が痛んだ。みんな私が新年
に戻るのを待っているのだ。二度と会えないかもしれないとは思いもせずに。母の手紙こは、
175現在G．B．ユージンのコレクションが保存されているPrAqA（ロシア国立中世法令史料館）では、この手
紙が誰のものであるかは明らかにされていなかった。手紙は「筆者不明」の文書と共に保存されていたので
ある。しかし、手紙の内容や「N．R．」の署名から、これを書いたのがニコライ・ペトロヴィチ・レザーノフ
であることは歴然としている。したがって、書かれた日付は1807年1月24日、26日となる。
176N．Rレザーノフの妻A．G．シェリホヴァは1802年に亡くなった。
177G．Ⅰ．シェリホフ。
・543－
N．R178伯爵が非常に良くしてくれて、私の母なし子たちのことを心配してくれていると書かれて
いた。それで私はまた感謝の涙にむせぶ。母は私が伯爵にご満足いただいていないといってこぼ
している。それでもなお、伯爵は以前通りのお引き立てを約束して下さり、すべてがうまくいく
よう願っているとのことだ。年老いた母が心配していると思うと幸い。伯爵が私の弱さを分かっ
て下さらなかったのは残念だ。私は落月旦の極みで激高して手紙を書いたが、死ぬ前にこれまで言
えなかった真実を伝えておきたい。私は先に墓に入るが、それにあたって善悪を見据えるべきだ
ろう。しかし、私は伯爵を責めるつもりはない。なぜなら伯爵が私を傷つけて得するわけではな
いし、それに今となってはすべて終わったことだ。皆、一人残らず褒美を受け取ったが、私は何
も望んでいない。褒美については考えないし、もらってはきまりが悪い。善くのはもうやめよう、
今日は涙もろくなっているようだ・Hl79
PS．我が友よ、エフストラト・イヴァノヴィチ180、イヴァン・ペトロヴィチ181とイヴァン・
ペトロヴィチ・ゼレンスキーによろしく伝えてくれ。3人が私のことを忘れないでいてくれたこ
とには、本当に本当に感謝している。愛するドルジニン一家とセヴァスチヤノフ一家には、ヤクー
ツクでも世話になったと伝えてくれ。
1月26日
褒美について最後まで手紙を書いていなかったね。良心の痛みがより強く私の体を蝕み、私は
目に見えて衰弱し始めた。その間、私は常に、その人たちの間にいれば死さえも心地よいと感じ
させてくれるような人に囲まれていた。総督は毎日来て－時には1日2回も－私のところで
夜をすごしていく。誠実で善良なこの人物との友情は、私の苦しみを和らげてくれる。彼は当地
の人々に関する報告書のことで君に感謝■している。これほど公平な視点で書かれたものは見たこ
とがないと言っている。君が公平な人物だと言われるのを聞くと私もうれしい。私は彼と会社の
こと、その価値、［露米］会社をうまく操業させなければシベリアはどうにもならないことなどを
話した。イヴァン・ポリソヴィチ182は私の意見に賛成で、私の壮大な計画に熱中し、あらゆる方
面における援助を約束してくれた。彼がつつみかくさず私に言ったことだが、N．R伯爵は本物の
愛国者として会社を援助して下さってはいるものの、皇帝のおそばにいる陰険な者たちに良から
ぬことを吹き込まれ、誰を信じてよいか分からなくなってしまったとのことだ。しかし今、私と
178N．Rルミヤンツェフ
179文書中の点線。
1めE．Ⅰプラロフ。
181Ⅰ．Rシェリホフ。
182Ⅰ．B．ペステリ。
－544－
会ったことで、彼［ペステリ］のゴルディオスの結び目183は切断されたらしい。
私の計画が皆さんにどう受け取られるかは分からない。私はそのためには命さえ惜しまなかっ
た。子孫の感謝以外は何も望むものはないと言いきれるほど、私はそれを誇りに思っている。
愛国心から私は自らのすべての力を使い果たした。私は鴨さながらに海をめぐった。餓えと寒
さに苦しみ、屈辱にも苦しんだため、私の心の傷は倍になった。すぼらしい教訓だ！それは私
をまるで火打石のように、ありとあらゆるところにぶつけた。私は冷淡な人間になった。しかし、
野蛮人と暮らしはしたが、私の自尊心の灯が消えることは無かったことを言っておきたい。私は
人間の尊厳を目のあたりにして、以前よりもはるかに誇らしい気持ちだ。私は、私のすぼらしい
アイディアが多くの民族を幸福に導くのを見て、自分自身を彼らに捧げてしまうこともできると
感じている。私が書いた一文が彼らの運命を和らげたこともあったが、そのことは想像したこと
もないような喜びを私にもたらしてくれた。これらの出来事はすべて、この世で私が用無しでは
ないことを教えてくれた。そして知らぬ間に、私の中に魂の誇りが生まれた。この誇りは自分の
中に自分への褒美を兄いだすようなものであって、君主から与えられるような種類のものではな
い。慈悲深い皇帝陛下が私にそのような光栄を授けてくださったとしても－いや、私にも私の
子供たちにも絶対に無理なことだが－［それとはくらべようのないものなのだ］。
ヤクーツクで私は同胞から感謝の言葉をもらった。街中の人が川岸で私を出迎え、競ってもて
なしてくれた。ここイルクーツクではさらに暖かく迎えられた。死ぬほど祝賀会を開いてもらっ
た。総督や当地の監督機関の将官たちにはじまって、みんなが競って祝ってくれた。役人も山般
人もあらゆる祭日のお祝い、昼食、舞踏会、夕食に招待してくれた。私は楽しくはなかったが感
謝の念からあちこちに呼ばれた。この感謝の気持ちを込めて、私は2，000ルーブルもかけて、300
人もの町の人を学校での昼食会、舞踏会、夕食会に招待した。トムスクからは使いが来て、町が
私のために召使付きの家を用意していることを知らせてくれた。ここでも皆、こぞって私を招待
しようとした。シトニコフ氏は贅沢な家具をとりそろえた自らのすぼらしい家を私のために明け
渡し、食事の世話をしてくれ、馬車まで用意し、私がどんな支出もすることのないようにとりは
からってくれた。彼の心のこもったこのもてなしは、どんな高い位よりも私の自尊心を満たして
くれた。
私が最後に望むのは、私の仕事が皇帝陛下のお気に召していただけることだけだ。信じてほし
い、私自身に必要なものは何もないのだ。友よ、このような形で会社について書き、私が会社の
悪行を容赦しなかったことを悲しんでくれるな。この件に関して君には何の罪もない。ただ、真
183［訳者補注：フリジアのゴルディオスの結び目をほどく者はアジアの王となる、という託宣があったが、
アレクサンダー大王が剣で切断したとされる］
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実を隠し通すには、この仕事は私にとってあまりにも高くついたのだ。気の良い商人のように、
私は何処でも君たちの商売のことを考えてきた。私は商人になろうと思ったことはないが、皇帝
陛下は私が商人になることをお望みになったので、私は完璧にその名に値するようになるため、
すべての力を尽くした。その成果を私は誇りに思う。君に書きたいことは山ほどあるが、どうし
ても力が出ない。あと23枚も紙を用意したが、今日は送れなかった。これから家族にも書かな
いといけない。この手紙は皆に宛てたものだと思ってくれ。私のことを覚えてくれている友人、
知り合い皆に、それから私の恩人アレクサンドル・アンドレエヴィチとガヴリール・ロマノヴィ
チ184によろしく伝えてくれ。親愛なる友よ、私の心からの敬意を伝えてくれ。いつか皆あちらで、
それぞれがもう本心を隠す必要のないところで、私の感謝の念を知るだろう。
君の褒章受賞におめでとうを言うのを忘れていたよ。私のを君にあげられないのがとても残念
だ。これは私には重すぎるのだ。許してくれ、ミハイロ［ミハイル］・マトゲェェヴィチ、親愛な
る友よ、さようなら。信じてくれ、献身的な君の兄弟N．R［レザーノフ］は心から君を愛してい
る185。
RS．愛する姉妹と子供たちに心からの感謝をこめて限りないキスを贈る。
我が友よ、カリフォルニアからの報告書を読んで、私を薄情者とは思わないでくれ。私の愛す
る人は、君たちのいるネフスキー通りの一片の大理石の下にいる。これは意気込みのもたらした
結果であり、祖国への新たな犠牲なのだ186。天使のようにかわいらしく美しくやさしいコンテン
シャ187は私を愛している。私は彼女のことは好きだが、自分の心に彼女の場所はないことを思い、
泣いている。我が友よ、魂の罪を背負う者として私は君に告白する。でも君は私の告解師として
秘密を守ってくれ。
ガヴリール・ロマノヴィチからだけでなく、ずっと誰からも一行の手紙も受け取っていない。
私のことを思い出してくれた人たち皆にも同様の感謝を捧げる。私はいつも海を漂泊していたの
だ。手紙でさえ私を見つけられないほどに。
注記：1807年3月6日に急使で届けられた。
PrAAA，車．1605（Ro几ne叩辺見r月．IOAKHa），几273，几1－2．写し
（藤原潤子　訳）
184G．Rプルジャーヴィン。
185N．RレザーノフとM．MブルダコフはGエシェリホフの娘たち、アンナ・グリゴリエヴナとアヴドチヤ・
グリゴリエヴナと結婚している。
l鵬［訳者補注：以下に言及されているコンテンシャとの婚約は、愛からではなく任務をうまく遂行するため
であったという意味か］
187コンセプシャ・ド・アルグェッロ（1790～1857年）。N．Pレザーノフの婚約者。
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49．RVチチヤゴフからアレクサンドルー世への報告。外洋帆船ディアナ号での世界一周航海の
準備について。（馴0．105）
1807年5月22日
陛下のお許しを得てオホーツク港へ向けて出発するために、外洋帆船ディアナ号で必要な準備
を進めているところであります。本艦が目的地へ達し、当地に戻るためには、18ケ月の期間を要
します。そのために士官を任命し、この間必要なすべての物をそろえる必要があります。さらに
付け加えますと、航海中、彼らは生活必需品その他を購入する必要にせまられるでしょうが、ヨー
ロッパのすべての港でそれが可能なわけではございません。遠隔地での物価高、我が国の貨幣価
値の下落などを考えますと、［通常の勤務と］同額の給金、規定に基づいた手当てではとても足り
ないと思われます。これを考慮し、私は陛下に以下のことをご判断いただきますようお願い申し
上げます。すなわち、航海期間中、オホーツクで勤務する者の例にならい、彼らに2倍の給金を
与え、さらに彼らの滞在予定地における食糧の価格に合わせて手当てを支給するよう命令してい
ただけませんでしょうか。極めて長い旅になりますので、陛下の御判断によって支度金をいくら
か、特に士官および海軍中尉ゴロヴニン艦長に与えることをお許しいただけませんでしょうか。
ゴロヴニンは非常に熱心に勤務に励んでおり、その才能は陛下もお気に召すことと思います。
原本にはPチチャゴフの署名
注記：原本には皇帝陛下御自身の手により、以下のように記されている。
この通りに行うこと。さらに支度金として、半年分の給金を全員に支給する。
PrABM吼由．227，011．1，11，100，JI．14－15．認証済みの写し
（藤原潤子　訳）
50．海軍少尉ダヴィドフ指揮下の単槽帆船アヴォシ号による1807年のアメリカ［露米］会社航
海記録より188。（⑥仙106）
1807年4月15日～5月27日189
1807年
4月15日
ついに、ほとんど無為なカムチャツカでの冬が終わった。15日に出航の準備が整った。しかし、
188原文書に付けられていた題名。［訳者補注：本史料は以下の論文で部分的に紹介されている。キリチェン
コ著、伊賀上乗穂訳「海賊船ユノナ号とアヴオシ号－ロシア側当事者の行動から見る樺太・択捉島襲撃事件
一」、『東北アジア研究』6号、2002年］
189出来事の起こった時期に従って付した。
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氷がアヴァチンスク湾の半分を塞いでいたので、復活祭の遇は岸に留まっていた。みんな骨休め
したり、プランコにのったりしたtH
28日
氷が湾の入り口で動いた。ユノナ号は出航し、浅瀬の外に出た。私は雲のように浮かぶ氷の間
から錨を引き上げ、2本のもやい綱で係留させた。丘の上から、海にたくさんの氷が浮かんでい
るのが見えた。
5月1日
曳綱を使って湾から出て、狭いところを縫って間切り帆走を行なった。しかし15分間ほど浅
瀬につかまり、その後、錨を下ろして係留した。夜、雪が降った。
2日
雪が4分の1アルシン近く積もった。朝、錨を上げた。方向の定まらない風の中、時折湾から
突風が吹いた。私はかなり先へ進んでいた。まもなく、三人兄弟岩を越えた所で氷にのりあげて
しまった。氷の間をうまく通り抜けられると思っていたが、ひとつだけ我が艦にかなりの衝撃で
ぶつかってきたのだ。ユノナ号は強風の中、まだ湾から出られずにいた。狭いところで錨を下ろ
して係留した。ユノナ号が大砲を打ったので、私は引き返し、その傍に錨を下ろした。
3日
夕刻、満ち潮と共に多数の流氷が湾内に押し寄せ、湾外に出るのは不可能かと思われたが、夜
8時台になって北西の風が吹き、希望が見えてきた。
4日
夜明けと共に錨を上げ、静かな良い風にのって海に出た。間もなく大きな流氷原にぶつかった
が、うまく風を使って氷の間を進んだ。夕刻までずっとこんな氷に囲まれていたとはいえ、北極
圏の氷山と較べれば何でもない。午前10時台から南西とZbW［南と南南西の間］の風が吹きは
じめ、後に西南西に移った。我々は右舷開きで帆走した。毎晩、空気はおそろしく湿っぽく、冷
たかった。夕刻、我々は3～4マイル進んだが、その際、小ぶりのタラが大量に死んでいるのを
見た。
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5日
右舷開きで帆怒天気は曇り、かなり寒い。夕方近くになると、カムチャツカの岸は完全に雲
に隠れた。
6日
朝から凪。午後1時台から雪を伴った南東の風。
7日
風が北東に移る。午前2時台に雪がやみ、濃く湿っぽい霧に覆われた。今日、昨日の風で飛ば
されてきたに違いないマガモが何度か我が艦にとまったが、また飛んでいった。
8日
東からの激しい風が南西に移った頃、ひどく濃い霧に覆われた。正午、粗末な観測器は緯度48
度5分、経度154度58分という値を示した。
9日
正午、観測値は緯度46度45分を指した。21分南にずれていることになるが、これは絶え間
なく南に流されたせいである。午後3時台、北東の風にのって海峡に入った。ユノナ号は四兄弟
岩は当然回避できないと判断していたようである。なぜなら、一晩中左舷開きで帆走していたか
らである。風はかなり冷たい。風と流れのせいで波がひどく荒れた。
10日
風が東北東へ移る。濃い霧と湿った雪を伴った突風が吹く。朝、ユノナ号を見失った。8時台
に4～5マイル先まで見通せるほど視界が開けた。この風の中でユノナ号の姿が見えないため、
ユノナ号は夜の間に方向転換したのだと私は結論し、6時半、北西に針路を取った。9時台に間
切り帆走でこちらに向うユノナ号を発見した。合流した後、ポレン岬からなるべく離れないよう
にしつつ、北北西に針路を取る。正午、岬は我が艦の南東80度、目測で距離4イタリアマイル
のところに位置する。風にのってケトイ島を過ぎる時、完全な凪になる。しかしその後、四方か
ら突風が吹く。その間、北北西へ針路を取るよう努める。午後6時台にかすかに四兄弟と名付け
られた島の一つを見た。
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11日
想定した通りに上記の島々の周を犠打、南に針路を取る。霧を伴う東の軋午後7時台、前方
かなり近くに、オランダ人が会社の地と名付けた島を発見。私は岸から4分の3マイルほどの
所まで近づいたが、水深のある箇所を見つけられず、引き返してその旨ユノナ号に伝えた（後で
私は、それがサルイチェフ氏の地図にあるウルップ島であることを彼らに納得させた）。
12日
午後2時台、命令書に従い、湾を探すために陸に向った。しかし、シャログラゾフとヴァルドゥ
ギン（毛皮採集者。閣下より当地での水先案内人として各艦に与えられた）は全く岸を見つける
ことができなかった。彼らは、第16島190には湾などない、小さな湖があるだけでそこには雪解
け水が流れ込み、小川が流れ出している、と言う。カストリクム岬の南に開けている小さな湾を
調べるためにバイダーラをやる。しかし結果は、かけた労力にも時間にも見合わぬものであった。
私は艦で湾に入ってみたが、岸から100サージェン地点では80サージェンの測鉛が底に届かな
かった。バイダーラが戻ってから、我々は南西48度方向に横たわる海岸に沿って2と2分の1
マイル航行し、さらに岸から3マイル離れた。午後6時台に凪になり、潮に流されて我々はその
島から離れた。日没前に再び陸が開けるのを見たが、夜に天気は曇り、朝方には何も見えなくなっ
た。サルイチェフの地図によればそこにあるはずであり‥・日本人と原住民にはイトウルプ［択捉］
と呼ばれている第18島、またはウルップ島に近づくために航行した。午後6時台にユノナ号か
らmW［南西と南南西の間］に陸が見えるとの合図があった。しかし、この後8時台まで西南
西に走ったが何も見えず、浮遊することとなった。
14日
朝5時、浮遊をやめて帆走を始めた。8時台に曇り空の中に岸を見た。当初、小島シウチェイ
かと思われたが、後にイトウルプの山と判明する。正午、緯度45度48分地点に達した。さきほ
どの岸は艦から南東の方角に見える。正午、東南東の風。後に東北東の風が強まる。岸からは強
い突風。陸がずっと続いているので、夜に方向転換した。10時台以降、ユノナ号を見失った。
15日
日中、強い東北東の風。風と岸近くの強い海流により、断続的に波がひどく荒れ、甲板が何度
も水浸しになった。朝7時台にイルトウプの低地になっている海岸から1マイルのところまで接
1渕シムシル島。
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近した後、方向転換。夕刻、風が静まりはじめた。6時台に再び岸に針路を向けた。
16日
朝、今日はうまくいくのではないかという感触があった。しかし、太陽は顔を出すが、霧が完
全に岸を覆う。まもなく方々で山々が見え始め、ついにイトウルプ島の大部分が姿を現した。11
時台にユノナ号をかなり遠方の南南西方向に発見。なぜユノナ号がこれほど西に流されたのか理
解できない。正午、緯度45度6分と観測。この時、イトウルプ島の岬（アトウシヤ・ノプリ山）
は我が艦から南東33度方向に見えた。距離は5～6イタリアマイル。ZbW［南と南南西の間］に
柱のようにそそり立つ岩を見た。その後まもなく風がおさまり、一日中、また次の日もほぼ凪と
微風が続いた。流れにまかせておいた。
17日
午後4時台に東南東から微風が吹き始める。我々はアトウシヤ・ノプリ山を左手に見ながら南
に針路を取っていた。その時までアトウシヤ・ノプリ山は、軍地形測量局で出版された地図によ
ると、さらに南西に位置するクルップ岬と考えられていた。ユノナ号で私は岬の先にあるのは湾
ではなく海峡であることを理解した。実際、すべての岬が低地でつながっているかのように見え
る。ユノナ号がそちらに向って間切り帆走を始めた。私は島の南よりにある別の小さな湾に向う。
しかしそれはふたっの背の高い岩を除いて、完全に開けた地形だった（うちひとつは昨日、ZbW
［南と南南西の間］方向に見えた）。水面から突き出た上記の岩と岬の間は岩がちの浅瀬で、そこ
が海峡になっている。測量させるために出していたバイダーラが岸のすぐ近くに20サージェン
の深さの場所を発見。50サージェンの深さのある場所はない。湾からすでに遠く離れているユノ
ナ号と合流するために、そこから一晩中、間切り帆走した。
18日
ユノナ号からもバイダーラが派遣され、岸に着けられた。バイダーラは、大量のモミ材で建て
られてまもない日本の異教の礼拝堂と3人分の裸足の足跡を発見した。バイダーラに乗っていた
航海士は、太いモミとシラカバが生えているのを見た。この島はイトウルプ島のはずである。な
ぜならヴァルドウルギンとシャログラゾフも言うように、ウルップにはモミは生えないことが知
られているからだ。そこが海峡だと私が思うのは、我が艦の北側に位置する岬－私の測量による
と経度45度1分－が、かなりクロンベルグの状態と類似しているからであり、時折、波と水
しぶきと渦を伴う海流も、これが湾でなく海峡であることを示している。湾ならばこのような海
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流があるはずがない。岸が霧で覆われていたため、詳しい観察はできなかった。航海士が岸で拾っ
た文字の書かれた手ぬぐいから、我が艦の日本人たちは、ここに7人の同胞［日本人］が住みは
じめてもう4年目になることを知った。異教の礼拝堂が建てられたり木が製材されたりしている
らしく、彼らが今後もこの地に住むつもりであることがうかがわれた。これにより、我々はそこ
を目指して間切り帆走を行なった。なぜなら航海士は暗くて近くでは住居を見つけることができ
なかったし、さらに遠く離れた岸を敢えて調査しようともしなかったからである。今日、我々が
うちの者たちから聞いたところによると、まだズヴェズドチョトフが毛皮採集者とクルップに住
んでいた頃、こんな噂が飛んでいたらしい。日本の役人がわざわざその島にやって来てきたのは、
日本国に属するウルップから出て行かなければ制裁を加える、と脅してロシア人を追い出したこ
とをクリル人［アイヌ］に言うためだというのである。このことから、ズヴェズドチョトフは日
本人に連れ去られたか殺されたと考えることができる。しかし、確実な証拠を得るためにはクリ
ル人を探し出す必要がある。
東南東または湾からの風が続く。夜8時台、日本の配下に入っていると思われる場所に近づく。
火が見えたので、深さ9と2分の1サージェンの場所に錨を下ろす。海床は砂地、［岸からの］
距離は1と4分の3マイル191。ユノナ号は風のため、大きく遅れた。合図を送るためにたいまつ
にいくつか火をつけ、変則的にのろしを上げ、かがり火をたいた。日本人を怯えさせないために
大砲は撃たなかった。
19日
朝、やや霧が晴れ、我々が湾内にいることがわかった。朝6時台に錨を上げ、2枚の帆で間切
り帆走し（東南東の風）、艦上から道行く人が見えるほどまで村に接近した。深さ5と2分の1
サージェンの地点に錨を下ろした。海床は細かな砂。8時台に岸に下りると、2人の日本人がし
きたりに従ってお辞儀で私を迎え、建物の中に入るよう言った。ここで米と煮込んだスープ、す
ぼらしく煉された魚、米と麦こうじと塩と共に熟成された豆（この料理は非常に塩辛いが、新鮮
な魚と煮るとおいしいと日本人は言う）が饗され、そのあと煙草がふるまわれた。正直言ってこ
のようなもてなしは（もしかして、彼らはもっぱら恐怖心からこのような態度をとったのかもし
れないが）、私にあらゆる敵対行為を思いとどまらせるのに十分だった。
この施設は魚を塩漬けにするためのもので、働いていたのはクリル人であり、数人の日本人が
彼らを監督していた。草と竿で作られた2軒の納屋には、塩と塩漬けの魚、干魚、樽か密封され
た桶に入れられた魚油がぎっしり詰っていた。さらに2軒の木造家屋があり、扉が閉じられてい
191ここで用いられているのは常にイタリアマイルである（ダヴィドフ自身による注）。
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たが、そこに何があるのか見たいとは思わなかった。村近くには15ほどのクリル人のユルタが
あったが、人は非常に少なく、どこか別の場所で働いているものと思われる。村の近くにはかな
り大きな川が流れており、立派な橋がかかっていた。住居周辺には、製材された木材ときれいに
加工された板が積まれている。これらはここにいる4人の日本人だけで作られたものではないだ
ろう。彼らの家は簡素だが非常に清潔で、硝子のかわりに紙－おそらく油を染み込ませてある
－が使われている。床には清潔なむしろが敷かれており、真ん中に炊事場があった。
何人かのクリル人は日本人風に頭を剃っている。この習慣は良くないと私がクリル人たちに言
うと、彼らは下手な言葉で、日本人に強制されているのだと言った。私は言った。「イトウルプ島
は日本のものではなく原住民のものだから、日本人は追い払うべきだ。もしロシア人がここに住
むようになったら、日本人のように君たちに何かを強制することはないだろう」。この言葉の証と
して彼らに贈り物を与えた。日本人はこの近く、同じくイルトウプ島にまた別の村があり、そこ
に現在2隻の［日本の］船が停泊していることを話してくれた。彼らが自分たちの船に伝えるの
ではないかと心配になったため（その村まではよい道が通っており、1日で行くことができる）、
私はユノナ号到着まで彼らに手出ししないことに決めた。私は日本人にもクリル人にもズヴェズ
ドチョトフのことを尋ねた。分かったのは、彼がもうウルップにはいないということだけだった。
この件に関して我が艦の日本人を通して確実な情報を得ることもできたが、もちろん、これはま
だここに住む人々に知らせるべきことではなかった。
正午、私はユノナ号のバイダーラがとめてある場所へ行った。そこは村から3マイル近く離れ
た所で、製材された木材がかなりあった。異教の礼拝堂のためとも家を作るためとも思えないの
で、大きなボートか船の建造のためかもしれない。それは、かなり軟らかく萎びたモミ材だった。
湾のこちら側で村に面している海岸は黒い砂の断崖で終わっており、打ち寄せる波に洗われてい
る。西風が吹けばこの岸では恐ろしく波が砕けることが予想され、停泊は危険であろう。ここで
我々は古くなってあまり苦くないラムソン192を見つけた。ラムソンはどこでもたくさん生えてい
た。
3時台に私は艦に戻った。ユノナ号はすでに、我が艦から4～5マイルのところに錨を下ろして
いた。6時台にユノナ号からバイダーラが送られてきて、ユノナ号搭載の手こぎボートを近くの
村にすべて偵察に出したが、近隣住民は日本人はいないと言っている、との報せを受け取った。
そこで私は折り返し、自分の見たことを伝えさせるためにバイダーラを送った。
朝、フグオストフが小舟を伴ってやって来た。我々はここの村を規滅し、すぐさまオイダ［オ
イド］（彼らの船が停泊している港）に向かうことを決めた。朝食を取り、岸に向けて出発した。
192［訳者補注：ユリ科ネギ属の野生広葉ニンニク］
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日本人達は多数の人間を見て驚き逃げようとしたが、捕まえられた。そこには私が伝えた通り、
沢山の塩漬けの魚と塩があったが、米はわずかだった。我々はそのほとんどをクリル人たちに与
え、［日本人］居留地は焼き払った。哀れな日本人たちはすっかり震え上がり、切り殺すつもりな
のかと尋ねてきた。しかし船に乗せられ同胞を目にして、すっかり落ち着いたようだった。何も
怖がることはない、と彼らに言って聞かされたからである。私は彼らにお茶とその他あったもの
でもてなしたので、半時間後には彼らは全く落ち着きを取り戻した。彼ら［捕らえた日本人］の
うちひとりは我が艦に残り、4人はユノナ号に乗せられた。これは、すぐ近くにあるはずのオイ
ダを、どちらの艦も探すことができるようにである。彼らの施設の手代頭は、その船から我々の
艦を見たとのことである。彼は夕刻、そこから1日かけてこちらへ来たところで、思いがけず我々
の手に落ちたのである。我々は彼らおよび共に艦に乗ってきた日本人に、2隻の船を奪ったらク
ナシリ［国後］島かどこかで彼らを降ろすつもりであり、これはただ、彼らが我々をだますこと
のないためである、と説明した。南部［盛岡藩領］（オランダ語ではナボ）出身でイトウルプに他
の者より多くの商店または商業施設を持っている商人は、つい最近、この2隻の船のひとつでやっ
てきたばかりで、現在、オイドより北にあるシャナ湾につくられた施設にいる。ズヴェズドチョ
トフに関する質問には日本人は口をそろえて彼が死んだこと、残った10人はクリル人の噂によ
れば去年ウルップを出たことを言った。去年の冬、彼らがカムチャツカにいなかったことしか分
からなかった。
21日
朝、霧と雨を伴う東の風。我が艦は錨を上げ、ユノナ号に接近し、その傍、深さ21サージェ
ンのところに停泊した。海床は砂。ユノナ号がふたっの錨を使って停泊し、下帆が降ろされてい
るのを見て出航しないつもりだと判断し、フグオストフがどういう心積もりなのかを尋ねに行く。
半時間後、恐ろしい突風を伴った東北東からの風が強くなり、単格帆船に戻れなくなる。単椿帆
船で両の帆とトップマストが降ろされ、さらに錨が下ろされるのを見た。しかし、この間も風は
強まり、両艦は交互に浮遊した。ついに彼らは錨に固定したかと思われたが、午後1時台に単橋
帆船が激しく浮遊するのを見た。1時間後、艦を見失った。ユノナ号に来たことをどれほど悔や
んだことか。もう我が艦をどうすることもできないのだと思った。
3時台に風がおさまり始めた。霧が少々晴れ、帆を揚げた単橋帆船を見る。夜はたいまつをふ
たっ灯し、大砲を撃つ。そのすべてに対して応答あり。4時台にすでに穏やかになった風が至馳壁
から吹いた際、砲書を聞く。7時台に単椿帆船がかなり按近し、私はそちらへ移ることができた。
夕方、我が艦の小錨の錯素が切れる。左舷主錨を下ろすが、どちらの錨も持ちこたえられず、艦
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はかなり遠くに流された。このため、艦はふたっの錨を上げ、帆走を行なう。風はかなり強かっ
たが、まもなく凪になった。単梧帆船は海流によって、近くの浅瀬に、湾の南の岬と背の高いム
イキス岩の間にある岩がちの浅瀬に流された。しかし、権と微風のおかげで遠ざかることができ
た。乗組員は一晩中眠らなかった。ほとんど絶え間なく降った強い雨と重労働のため、3人が病
気になり、うち1人はかなり危険な状態で、風邪から熱病を引き起こしていた。さらに性病が2
人、腕を怪我した者が2人で、元気な者は8人しか残っていない。この数でも航行に支障はない
だろう。しかし気候はひどくじめじめしているし、岸近く、海流が早く霧の濃い場所ではかなり
の重労働は避けられない。また、小さな艦では湿気は防げず、濡れた衣類を乾かすこともできな
い。さらに病人は増えるのではないかと危倶している。
日本人はその湾をナイボと、その近くの南側の岬と岩をムイキスと呼んでいる。そこに昼ふた
つの施設があったが、共に焼かれた。湾の北側の岬にある山はアトウシヤ・ノプリまたは禿　山
と、その東にあるもうひとつの山はシトカトウ・カロスと呼ばれている。これらの名称はすべて
クリル人の言葉である。我が艦が錨を下ろした地点は緯度44度58分。川と川辺に立っ日本人居
留地も同じ地点としてよいだろう。それは南東方向、ほんの4分の3イタリアマイル先に位置し
ている。
ナイボ湾の近く、その北側に、日本人の施設と港を持つオイド湾がある。ただし、その入り口
は暗礁だらけである。そのさらに北側、シャナと呼ばれる開けた湾には、上述したようにもっと
大きな日本人居住地がある。その東側にはツルプヌプリという高い山がある。イトウルプ島につ
いて日本人たちが知っていることはこれですべてであった。
クナシリの南側の湾にはかなり大きな湾があり、日本人たちによると大きな村があるとのこと
である。この島に多数の日本人が定住しはじめており、すでに馬も連れて来られている。
ユノナ号が錨を上げると、我々は北西に針路をとった。南と北の間からのごく微風。霧は非常
に濃く、ユノナ号は見えないにもかかわらず、そこで話されていることはすべて聞こえるほどで
あった。まもなく霧が晴れはじめ、島上空からの激しい風が吹いた。その際、湾の水面は硝子の
ように滑らかだった。湾から出る時、風は南に移る。風は何度も向きを変え、アトウシヤ・ノプ
リ山とシトカトウ・カロス山の間の峡谷からは、強烈な突風が竜巻のようにわき起こった。時に
数秒間に及ぶこともあり、帆が折れてもおかしくないような状況である。断続的な風は、夕方6
時台に日本の船をObN［東と東北束の間］遠方に発見するまで続いた。日本の船に乗っていた人々
は帆を揚げたかと思えばまた下ろしたりして、大混乱に陥ったようである。しかし、ほとんど凪
だったのが幸いして彼らはうまく危険を逃れ、夜の闇で全く見えなくなった。8時台に我々は岸
近くにいたが、前方からの突風のせいで離れざるを得なくなった。しぶきをあげて押し寄せる巨
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大な波に視界を阻まれ、行く手は暗礁に塞がれる。突風の後、風がかなりきつくなった。
23日
夜間、小帆で間切り帆走した。夜明け時に風がやんだ。しかし、［日本の］船はもう見ネない，
オイドに入ったか岸づたいに行ってしまったのだろう。その船には3人の仲間を従えた継右衛門
が乗っていることを捕らえた日本人から聞き出す。継右衛門は船頭で、かつて嵐にあって日本か
ら遠く流され、6ケ月近く漂流したという。この間、ほとんどの者が死んだが、彼はパラムシル
島に打ち上げられたらしい。日本人たちはそこからクリル人たちによってカムチャツカにつれて
こられ、1804年の冬を過ごした。十分なもてなしと援助に日本人たちは満足しているようだった
が、1805年の春、ペトロパヴロフスク港から自分の船にのって逃げ出してしまった。去年はクリ
ル列島のどこかの島で冬を越し、この春になってやっとイトウルプ島に到着した。そこで彼らは
村の長に・・・島193（このような名の島はクリル列島にはない）で船が壊れてしまったことを述べ
たという。ただし、ロシア人に会った㌫轟こついては何も言わなかった。イトウルプ島の長はそ
の船で、断右衛門とその3人の仲間を松前島［北海道］まで送り届けたらしい。
カムチャツカから出発するぎりぎりまで天気は悪く風は激しく、一年の最良の時期だというの
に、思いがけず苦労の多い旅だった。しかしもちろん、ここの気候はさらに意地が悪い。クリル
列島近辺は真夏でも常に霧が濃く、おそらく白海やグドゾン［ハドソン］湾の霧にも劣らない。
さらに海流が速いため、航行はさらに困難である。測鉛は全く使えない。またはごく稀に使える
時でも、岸から30サージェン離れればもう底につかない。ラ・ペルーズの言葉とカストリクム号
でのオランダ人の旅がそれを証している。
突風および時に土砂降りを伴った東と東南東からの激しい風が続いた。しかし正午には凪にな
り、太陽が照り始めた。その後、凪と微風が交互に続いた。
24日
風向きが変わりやすい微風の中、ユノナ号に続いてシャナ194湾に入った。ユノナ号にはオイド
の施設の手代頭が乗っており、地理をよく知っていた。昼11時台にユノナ号に接近した時、ア
ンジマ川のほとりの船で行ける場所に大きな日本の村があることを聞いた。それはほどなく見え
てきた。午後0時台に、フヴォストフ海軍中尉が補助艇と権こぎボート、バイダーラを従え、そ
ちらへ向かう。我々は微風にのって向かう。凪になったので、私は自らの権こぎボートを出した
193島の名前は判読不能。
194Siana。
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が、激しい逆風が吹き始めたため、あと4露里のところで引き返さざるを得なくなった。ボート
を引き上げ、とにかく進むように満帆で間切り始めた。その後まもなく大砲の発射音が聞こえは
じめる。しかし建物の陰になっていて、人は見えなかった。6時台に我々のボートが岸から離れ
ようとするのを見た。ポートは我が艦につながれた。ユノナ号には多数の船を引っ張る力はなく、
つなぐと風で傾いてしまうからである。7時台に岬から約300サージェン、深さ6サージェンの
暗礁に錨を下ろした。村はこの岬の向こうになる。
フグォストフが乗組員と共に岸に着けようとした時、日本人が彼らに向けて発砲しはじめた。
フグオストフらは補助艇に搭載していた銃と小口径砲で日本人を追い払い、大砲を撃ちながら上
陸した。日本人は建物の中から撃ってきたが、我々の誰にも傷を負わせることはできなかった。
我々も陣取っていた倉庫から撃った。発砲後、我々は日本人の追っ手をかわして戻った。山方で、
川の片側の家々に火を放った。夕刻、日本人たちが岬の高所から我が艦に向けて大砲と銃で撃っ
てきた。いくつかの弾がごく近くにまとまって落ちたことから、日本人は楷散弾を持っていると
考えざるを得なくなった。当初私は彼らに2発の砲弾で応戦したが、あとは彼らのなすがままに
させておいた。日本人は燃えずに残っていた川の反対側、左岸の建物に自ら火を放ったようであ
る。そこから撃ってきて、残った建物で防衛した。
25日
朝、日本人らが焼けた建物から焼けていない残り半分の建物へ様々な物品を運ぶのを見た。ま
もなく我々は4隻の手こぎボートと2膿のバイダーラに分乗し、3台の大砲を載せ、総勢36人で
出発した。ひどく苦労して、大砲を村の左手にある30サージェンほどの高さの、ほとんど絶壁
のような丘に引き上げた。おかげで我々は山の下にある日本人の陣地にそこから直接打ち込むこ
とができた。しかし川の河口では日本人たちの砲撃にさらされることになり、味方への損害は大
きかった。大砲をすべて山に持ち上げてから、我々は色とりどりの布で四角く囲った場所の傍を
2度通り過ぎ－うちひとつには役人用の天幕とついたてが立てられていた－、道に沿って村
へ向った。村へ伸びる岸と同じく村へ伸びる南岸にも、つなげて縫い合わされた白や青の布が竿
にかけられ、行く手を塞いでいた。そこで見たことがない武器を2つ見つけたが、それは昨日我
が艦に向けて撃っていたものだった。これらは接収済なので、詳しくは書かない。ただ、その弾
丸の重さが1フント近くあり、鉛製で中央部が粘土になっていることのみ記しておく。日本人が
ここから去ってからそれほど時間は経っていないようだった。もちろん薪々はその時、すでに見
たように、彼らが待ち構えていた側の岸にはいなかった。武器の他に、酒（日本の飲み物）が残っ
ている小樽があった。彼らは闘志をあおるために飲んでいたのだ。昨晩我々の艦から撃った砲弾
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のひとつが武器のすぐ脇の地面にめりこんでいるのを見つけた。一方、村は空っぽになっていた。
日本人たちは、山を占拠する我々を見て逃げ出したのだ。大砲を高所へ配置し、我々は下に降り
た。日本人は弾の込めてある銃や槍、その他の武器まで置いて逃げていくほど大慌てだったよう
だ。大きな銅の大砲が1門、固定式の台に据えられていたが、他の大砲は台がなかった。彼らの
大砲は実に不思議な形をしていた。火薬は大量にあったが、そのほとんどは火薬というよりは柔
らかな練り粉に似ていた。しかし、砲弾が込められたまま残されていた大型の大砲の発射音は非
常に大きかった。この大砲用の火縄保持用竿の長さは、もちろん4アルシンは下らなかった。銃
と弓矢とあらゆる武器、小旗が収められている衛兵所が我々の手に落ちた。このような物は土塁
がめぐらされた他の場所にある衛兵所や上役の家にもあった。米や着物、その他あらゆる品が詰っ
た12～13の倉庫から、ここが漁業のためだけの貧弱な拠点でなく、発展を遂げようとする入植
地であることがうかがわれた。どの品も我々が見たことがないようなものばかりだったので、何
のためのものかさえほとんど分からなかった。人員を振り分けるために艦のとまっている岸へ招
集がかかった。
夕方近く、フヴオストフはユノナ号で出発した。それにあたって、私は荷物を岸から運ばせた。
我が艦は岸で夜をすごすことになった。乗組員が酒に手を出すまではすべてがうまくいっていた。
しかし、ほとんどの者が飲みすぎ、日本人よりも手におえなくなった。私は酒樽を壊しに人を遣っ
たが、酒はどの家にも大量にあり、すべてを探し出すのは不可能だった。大きな貯蔵庫には見張
りを立たせたりもしたが、全く何の役にも立たなかった。我々［ロシア人］は素面の時は実に良
い人間だが、酔っ払うと暴れ、反抗を始め、ろくでもないことばかりやらかすと言ってよいだろ
う。そのため、このような事態において第一にすべきことは飲ませないことである。
ある場所で、16プードの重さのロシア製錨と“NZ”の文字が刺繍されたシャツ、ライフル銃
の銃床を発見した。我々は日本人によってロシア人がウルップで殺された、または連れて来られ
たのだと判断した。
26日
朝、突然倉庫から姿を現した1人の日本人を捕らえ、さらにもう1人を床下で発見した。我々
は、ふたりが偵察に送り込まれたのだろうと考えた。あとになって、1人目は南部という町から
やってきた商人で、施設一の富豪だと分かった。彼は昨日の銃撃戦の後に村を出たが、今しがた、
我々が艦にいるものと思い込んで自分の家に戻ったのだった。もう1人の日本人は兵士で、怖気
づいて浴びるほど酒をあおり、たった今、目を覚ましたのだった。この者はただちに艦から解放
した。この捕り物があってから、私はボートで様々な荷運びをする人員を削り、警備を倍に増や
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す必要にせまられた。商人が言うには、［当地には］総勢50人の日本人に加えて将校が7人おり、
［一部は］我々のいる所からそう遠くない谷に一一一そこでは昨日何人かの人間と小旗を見かけた
－残りはクリル人と一緒に、川の反対側にあるすぐそばの山の上にいるとのことである。その
ため私は一層用心する必要に迫られ、川への視界を妨げている穀物倉庫と異教の礼拝堂を焼き
払った。これでもう不意打ちの襲撃を心配する必要はなくなった。いざという時には、私の
koranadaに対峠する山の上の大砲が大いに役立っであろう。日本人がいると商人が言った谷を
偵察させたが、一人も発見できなかった。しかし、日本人たちがっいさきほどまでいたという痕
跡が道のあちこちに残っていた。すなわち、米、衣服、その他の物が落ちており、また、犬が多
数いた。言うまでもなく、日本人は3日前からそちらへ必要な物をすべて運び始めていたのであ
る。
夕方、カルビンスキー海軍中尉が到着し、全員招集して船で出発するようにとのフグォストフ
海軍中尉の命令を伝えた。これには様々な理由がある。係留地が悪く船が危険にさらされている
こと、さらに、毛皮採集者たちが堕落しきっており、何が起こってもおかしくない状況だったか
らである。招集をかけたが、ユノナ号の3名と我が艦の1名が戻らなかった。夜になったのでや
むなく何軒かの納屋を焼き、人と大砲を手こぎボートにのせた。その間も毛皮採集者は一人も戻
らないので、彼らのために武装した補助艇と航海士をひとり残し、残りの者は艦へ向った。
昼間、カルビンスキー海軍中尉はもう少し南にある別の日本人村落に行っていた。そこもやは
り空っぽで、魚を保管する倉庫の他は何も残っていなかったらしい。倉庫にはすべて火が放たれ
た。それより北、シャナ湾のほとりには第3の村があり、そこへは行ったが、主要な村はユノナ号
が錨をあげた後に海岸近くを間切り帆走する時に見ただけである。
27日
朝、ユノナ号の補助艇から、4人のうちの誰も戻らなかったとの報せを受けた。ところが、艦
からは彼らが海岸にいるのが見えた。岸にはまだボートが何膿か残っていたので、それで戻るこ
ともできたはずである。何しろ我々ロシア人はそこですべてを焼き尽くしたので、もし日本人に
捕まったりすればひどい目にあうだろうに、どういう理由で彼らがそこに残ることに決めたのか
想像もつかない。たぶん酒を飲みすぎて理性を失ったのだろう。フヴオストフは岸まで行って艦
に戻るよう彼らを説得にかかったが、彼らはその返答としてフグォストフに銃の照準を合わせた。
そうして山に入ってしまった。海から風が吹いてきた。私は錨をあげた。なぜなら浅い水を通し
て暗礁に囲まれているのが見えていたし、岸にかなり近かったのでぐずぐずしていられなかった
のである。風が激しくなったので、短帆で間切り帆走することにした。
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朝8時台にフヴオストフ海軍中尉が私に、残っている人を連れ戻すためにアヴオシ号の補助艇
を出すと言った。そして防御のため、その間、我が艦をできるだけ海岸に近く泊めているように
と言われた。しかし、［4人のうち］やってきたのは2人だけで、残りは山の方へ行ってしまうの
が見えた。彼らに近づくと撃とうとしてきたので、補助艇はあきらめて戻るしかなかった。ユノ
ナ号は手こぎボートを引き上げ、錨をあげた。我が単格帆船に乗っていた‥・195出身の者1人と
ユノナ号に乗っていた者1人－流刑者で、アメリカへの入植のためにつれてこられていた－
が岸に残ったが、おそらくひどい目にあうだろう。
イトウルプ島で日本の村を観察する時間はほとんどなかった。焼き尽くされたシャナ湾には、
米、その他の穀物や様々な品物の倉庫が山ほどあり、倉庫には大砲や銃、その他の武器もあった。
おそらく日本政府はこの村をクリル列島全体－そこでは日本人が漁業を行なっている－の拠
点と考えていたのであろう。村は日本の最北端に位置している。守備隊が配備されていることか
ら、彼らがずっと前からロシア人を警戒していたことが分かる。移住の規模や村にあるものなど
から、当地を拠点に行なわれている漁業の範囲や、日本にとってのその重要性などがうかがわれる。
ナイボで捕らえられた日本人が言うには、シャナ湾に住む日本人は300人かそれ以上である。数
字が正しいとして、恐ろしいほど勇敢で命知らずな民族－ある記述によると、これが日本人の
主要な性格とみなされている－がこれだけの数いると想像してみてほしい。［捕らえられた］日
本人たちが言うには、ロシア人への抵抗に失敗した村の長はもちろん、腹を切ることになるとの
ことである。どうやったらこれほど生きることに執着しないでいられるのか、どうして防御せず
にいられるのか、私にはどうしても理解できない。野蛮な民族にこのような傾向が多いことから、
高潔な魂を持つ者は自殺することはない、または自殺は全く少ないと言えるだろう。
当地には立派な指物工房、鍛冶場、金物工房があり、ここに様々な技を持ったかなりの数の職
人が住んでいたことがうかがわれた。松前との間を行き来する船もあった。巨大な建物の中は醸
造用の道具で占められており、その酒の量から多数の日本人がここに住んでいたこと、または日
本人がいかに堕落した民族であるかがうかがわれた。日本人の住居には特別なところはなかった
が、ただ大きな離れがあった。それらは厚い可動式の板で仕切られている。この壁で最後かと思っ
ても板を1枚ずらすと、部屋の境目のようにさらにいくつにも仕切られており、各部屋に草で編
んだ延が敷かれている。各離れには炊事場があり、水を通す管が引かれていて、壁につけられた
蛇口をひねると水が出るようになっていた。社会生活に必要な設備は可能な限りすべてそろって
おり、しかも実に清潔であった。
建物の一角、川に面した方には、要塞のように土塁が積まれており、土塁の半分ぐらいの高さ
195一語判読不能。
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に掘り抜かれて門になっていた。門には木の厚い扉がついており、その傍も掘り抜かれてくぐり
戸になっていた。この要塞はクリル人から身を守るのに役立つかもしれない。なぜなら住居にお
おいかぶさるように山の上に据えられた大砲は、かなりの人間を蹴散らすことができると思われ
るからである。要塞の中には白い布でかこった場所－それは色を塗られた竿にまだらの輪っか
で下げられていた－があった。このように布で囲まれた場所は、すでに述べたように山の上
－何かが起これば、村のすべてを手中におさめている場所をうばわれないようにするために守
備隊の一部はここに集まる－にあった。しかし日本人は作戦はひとつではだめだということ、
防御もできなければいけないことを忘れていた。ほとんど銃の音も聞いたことのない民族の反乱
を収めるためなら、それでよかったかもしれないが。広く知られていることだが、日本では兵士
以外は武器を持ってはいけないことになっている。しかも我々のところの日本人によると、その
武器さえ装飾にすぎず、実際に使える者は少ない。我々の日本人たちは初めのうち、合図を送る
ために撃つ大砲の音にひどく怯えていたが、しばらくすると気にとめなくなったようである。
住居の上に奪える山は非常に険しくまっすぐ登るのはきわめて困難である。だから日本人はそ
こにジグザグの広い道を掘り、簡単に出入りできるようにしていた。どこを見ても、日本人が勤
勉できれい好きなことが感じられた。すべての道には砂か砂利が敷き詰められていた。2ヶ所に
作りかけの庭園があった。土塁がきれいに芝生で覆われており、川岸が作られ、そこには手すり
のついた美しい橋がかけられ、すぼらしい景色だった‥・
海軍少尉ダヴィドフ
OPPHB，車．550（OCP相，QIV430，几1－14．原本
（藤原潤子　訳）
51．VM．ゴロウニンからRVチチヤゴフへの書簡。ディアナ号での世界一周航海に関する追加的
指示について。（直別0．107）
1807年6月30日
クロンシタット
貴殿
船長として私が責任を持っている帆船ディアナ号の準備も終わりに近づいていますが、現在作
業として残っているのは港次第であるいくつかのもの、すなわち大型ボート、スペアのロープ関
連その他などで、それらは職人たちが自信をもって請合ってくれているところによると来月の5
日までに準備が完了するはずで、したがって来月の前半には、私はクロンシタットから離れるこ
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とが可能です。これは最も好ましい時期にホーン岬を迂回するためには、望ましい時期になるで
しょうが、出発前に私は以下に説明する光栄を有するところの諸問題に関して、貴下から受け取
ることになっている命令196の中に入れるか、あるいは特別な命令の形で私に指令を出すかしてい
ただくよう貴下にお願いすることが必要であると考えます。
1．東　方洋［太平洋］で露米会社の船を指揮している将校の中には、職位が私より上で、
現地の艦隊のリストに名前が載っている者もおります。我々の合流する際にもしかすると、彼ら
はこれを根拠に私に命令を出す権利を要求する可能性がありますが、私は相手が誰であれ商船の
船長からの命令を聞くことは、軍旗に対する不名誉でありそれはできかねます。自分としては彼
らに国益に関する問題で命令を出すことができますが、そのためにも貴殿には、商船に乗ってい
る人の位の高さに関わらず軍艦の艦長に属している権利を私が要求できるよう、会社を仲介して、
あるいは彼らに命令を出すか、私に公式の文書を出すかしていただきたいと思います。
2．私が予定しているかくも長い航海においては、兵卒からのあらゆる勤勉さと熱意を要する
ような機会に疑いなく遭遇します。たとえば、あらゆる危険な機会、または病人が多く出て少人
数で帆船を操らねばならない場合、あるいは自分たちのメンバーで船の修理をする際、職人やそ
の他の人と仕事をせねばならない場合などでは、特別な熱意やあるいは危険を被りながらも出色
の働きをする人がいるはずで、そのような熱意は即表彰に値することになるでしょう。周りの人
を激励するためにも、閣下、上に列挙したような場合、兵卒にそれほど多くはなくても、金銭的
な報償を与える権利を私にいただけないでしょうか。この報償には限度をつけるべきで、例えば
各人に対してこの全航海中5ピアストル、全部で300ピアストルを超えないようにします。総額
は多くありませんが、このような報償は重要な機会に大きな効果を発揮する可能性があります。
航海日誌と支出帳にはいかなる場面で、いつ、誰に、どのような行為に対していくら支出された
のか記録することが求められます。
3．航海途上には休息のための、スペインに属しているすぼらしい港が多く存在していますが、
必要な時に私がこれらの港に入港することは両国の宮廷の政治的な関係197からして可能でしょ
うか？　閣下には命令に書き込んでいただくようお願いいたします。
4．ディアナ号は底荷を載せず、マストを付けなくても、荷物を積むと9フィート沈みます。
したがってオホーツク湾には入港できません。記録や、以前現場にいたことのある将校との海床
や停泊地の状況に関する会話から私が知る限り、船が積荷を積み込まない状態で大きな危険を冒
1⊆裕史料（診Nm108（第3部No．52）を参照のこと。
197この間題は、ロシア、フランス両国間で始められていた和解交渉によって、このときまでにはすでに話題
からはずされていた。この交渉は1807年7月7日テイルジット和平条約の調印で終了した。フランスとプロ
シア間には7月9日に和平が結ばれた。
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さずにこの港に入港することはできません。したがって東にある我々の港の中では最も安全で最
も都合のよい港であるペトロパヴロフスク湾に航行せねばなりませんが、そこには私とともに送
られる荷物を引き渡せる我々の倉庫や保管所はなく、それらの荷物はオホーツクに送り届けるた
めにこの2つの港の間で輸送のために使われている船に、もし私の滞在中にこれらの船がこの港
に存在していればの話ですが、渡す必要があるのです。したがって貴下にお願いしたいのは、私
が到着する際に港にいるであろう船に私が荷物を引き渡せるよう、彼らの指揮官の位がもし私の
ものより高くてもこれらを受け取るのを拒否できないように命令の中で言及するということ、ま
たもし官有船が存在しない場合、値段について取り決めながら、会社の船で送るよう指示するこ
とをお願いできないでしょうか。さらに、来年の5月あるいは6月にペトロパグロフスク湾に私
の荷物を受け取るべく、十分な数の船が現れるようオホーツクからの輸送船の派遣を取り仕切る
よう海軍［中］佐ブハーリンに対して命令を出していただけないでしょうか。これに関する短い
一覧表を添付させていただきたく存じます198。
5．経験から知っていることですが、アメリカにおけるスペインやポルトガルの居留地、ある
いは島々では、あらゆる大国の貨幣は、ギニーでさえそれぞれの価値を失っており、チェルヴォー
ネッも最低価格で取引され、ただスペインのピアストルだけが本来の価値で流通しています。し
たがって貴下には、ここあるいは英国で私にピアストルで相当の額を支出するよう命令していた
だくようお願いします。チェルヴォーネッは500以上必要ありません。
6．マルキーズ諸島からナジェージダ号でやって来たフランス人199は、陛下の意向に従いディ
アナ号で逆に送り返さねばなりませんでしたが、風や船の傷み、その他の状況のため、現在の私
の航行ルートからは上述の島は非常に遠く、そこへ到達するのは困難になるでしょう。したがっ
て私は閣下に、私に対する訓令の中にこの状況を考慮してマルキーズ諸島へ行くべきか、行かな
くてもよいのか提示していただくようお願いいたします。
深遠なる尊敬の念をこめて　閣下の深甚至極の僕
ヴァシーリー・ゴロヴィン200
注記：7月7日に参事会に提案された。
PrABM（p，串．166，0Ⅲ．1，几909，几94－95．日筆原稿
（寺山恭輔　訳）
198PrABMO，缶．166，011．1，礼909，几96を参照のこと。
199史料⑥No．104と⑥の注99を参照のこと。
200正しくはゴロヴニン。
一563一
52■　アレクサンドルー世からVM．ゴロヴ二ンへの勅令。世界一周航海への出発について。（⑥仙．
108）
1807年7月10日
サンクトペテルプルグ
オホーツク港へ各種必要物資を調達すべく、貴下の指揮に委ねられた外洋帆船ディアナ号の派
遣に関して、貴下は必要な指示を受けている。すなわち国家海軍参議会からは経済分野に関して、
また船の食糧、乗組員、我々に友好的な大国の役人との関係、貴下が維持せねばならない航路、
その他に関しても、また国家海軍省からは人類の知識の拡大に関係するような様々な問題、例え
ば人々のおかれている状況、島々や他の土地の状況、まだ信頼しうる記述の行われていない諸民
族、彼らの気質、習慣、好みその他などについて注目するようにといった指示が下りている。し
たがって朕は貴下に以下の点の実行について指示するだけである。
1・フランスと和議を結んだので、航海中、貴下はあらゆるヨーロッパの大国の諸民族と同様に、
彼らに所属する軍艦、商船とも友好的に接せねばならない。
2・もし貴下がこの東　方洋［太平洋］で、航行途上あるいはどこかの港で我々のアメリカ［露
米］会社に所属している船と出会うようなことがある場合、その指揮官を勤めるわが海軍の将校
は、たとえ貴下より階級が上であっても、貴下が彼らに宣告するところのこの指令に基づいて、
勤務の利益に資するような問題について必要と貴下がみなされるのであれば、法に基づいた貴下
のそのようなあらゆる要求を、貴下が指揮をとっている軍艦へ敬意の念を表すためにも遂行する
義務がある。同様に貴下は彼らに対し、勤務に関する問題やそのほかの可能な援助を差し伸べね
ばならない。しかし、商船の船長は、たとえ貴下より階級が上であっても貴下に命令することが
あってはならないし、貴下もその命令にしたがうようなことがあってはならない。
3．貴下の長期的な航海に際しては、もちろん、様々な事件に遭遇する可能性がある。たとえば、
兵卒や使用人が作業の実行に対して特別の努力と緊張を最も要するような、暴風、嵐その他の事
象である。指揮官の注目と仕事に対する最も月並みな報奨は、その優れた実績を挙げたものに自
尊心を満たす優越感を与え、使用人の努力と熱意を最大限引き出すものなのだということはよく
知られている。こういった理由から、もし上記のような事態に陥ったときに使用人の中で誰かが、
上司の命令を遂行するうえで特別な困難や生命の危険さえ伴いながら、ずば抜けた努力や実行力
の面で際立っていたならば、貴下には彼らに対して、将来のそのような出来事に応じて年収の3
分の1、半分あるいは年収1年分を与えることによる金銭的な報奨を実行するよう許可されるが、
その報奨金は貴下に支出される総額から支出し、支出簿に記録されたし。自分の義務を超えた船
の修理やその他の問題について職人の代わりに使われる使用人や、あるいは多くの病人が出て船
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の換舵を少ない人数でせねばならない場合は、彼らもこの種の報奨を受ける権利を有する。
4．ナジェージダ号によりニカギヴァ島より連れてこられたフランス人コプリを、貴下は貴下に
委ねられた帆船に引き取った上で、この島に送り届けねばならない。しかしもし強風、船の傷み
やその他の原因のため貴下がマルキーズ諸島に立ち寄ることが妨げられるような場合、コプリを
上述の島に送還するためのチャンスが訪れたとして彼の希望にしたがってどこか他の島に下ろし
たり、あるいは商船に移し変えたりすることは可能である。
5．帆船ディアナ号に積み込まれた荷物はオホーツクへ送り届けるのがより有用であろうが、現
地の海が浅いため、あるいは貴下が考える他のこの地方特有の原因のためにこのオホーツク港に
寄港することが不可能な場合、貴下はあらゆる物資、品物をペトロパヴロフスク湾に積み下ろし、
それを現地に滞在している我々の役人に目録に基づいて引き渡し、オホーツク港長官である海軍
中佐ブハーリンには、引き渡される物資すべてに関する目録を自ら彼に報告し、このことについ
て通知すべし。貴下がオホーツク港に到着するまでにオホーツク港から現地へ輸送船が送り届け
られるよう、この港の長官にはこの点について指示が出されるであろう。
6．積荷を引き渡し次第、貴下は自分の港へ寄航すべし。現地から帰還する際には、もしもアメ
リカ会社に属している貨物を積み込むチャンスが出てくるならば、貴下には同社の仲買人といか
なる原則に基づいてアメリカ会社に属している物資を引き受けることができるかについて契約を
結ぶことを許可しよう。
7．もし貴下が現地の海でアメリカ会社に属している船ネヴァ号を見つけることがあれば、自分
の船隊にこれを従え、この船がブラジルに寄港するよう委任されているのであれば、我々の港へ
到着するまでこの船と交易にとって起こりうるあらゆる有害な出来事から全力を尽くしてこの船
を守りつつ、ブラジルへこの船を送り届けられたし。もしもネヴァ号が貴下が現地の海に到着し
た時にまだ貨物の積み込みを済ませておらず、物資の引き受けのために一定期間必要であるなら
ば、この船を待ち、準備が完了次第、上述したとおりこの船を同伴すべし。この船が航海への準
備を行っている間、貴下は我々の国土の海岸に沿って、我々に悪意をもつ諸民族からこの沿岸を
守るべく、また現地の海での勤務と航海に有益な各種の指摘を行うべく、自らの判断で航海して
まわっても構わない。
また貴下の任務に対する熱意から、私は貴下が目的地までの往復の航海を遂行するのに、あら
ん限りの力で努力されることを期待しているし、任務の効用に対して幹部が同様な意向をもつこ
とを期待している。
アレクサンドル
PrABM◎，缶．227，0m．1，只．100JL28－31．写し
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（寺山恭輔　訳）
53．英国海軍省から艦隊指揮官、港湾幹部、艦長、および海軍当局官僚への指令書。外洋帆船ディ
アナ号で出航したVM．ゴロウニンに援助を提供することについて201。（馴0ユ12）
1807年11月
イギリス・アイルランド連合王国の偉大なる提督の職務を執行する海軍省より
当地宮廷に滞在するロシア皇帝から陛下への使者、三等文官アロペウスは、帆船デイアナ号が
海軍中尉ゴロヴニンの指揮のもと、発見のための航海に出発するということを大臣カニング氏、
陛下に覚書で知らせた。この件に関して上述の帆船と関連を持つであろうイギリスの海軍および
それに属している港の長に対し、あらゆる援助を施し、航海を邪魔しないよう指示を出すよう陛
下の政府に依頼している。このことについてカニング氏は我々に知らせ、国王陛下の意向はこの
要求に応じるものであったということを通告している。その結果我々は貴殿方に命令し指示をだ
す。上述のロシア帆船に出会った場合、それに僅かでも妨害行為を働くことなく、またあらゆる
可能な援助、友好、歓待を惜しまないこと。この指示はしかし、上述の帆船が皇帝陛下およびそ
の同盟国の臣民に対して敵対的な行動を取らず、英国に属しているところの港や湾において禁じ
られた貿易を行わない限りにおいてのみ有効である。
我々の署名と海軍省の印鑑をつけて発令された。
PrABM◎，由．166，0Ⅰ1．1，凪909，几161．発信書類の写し
（寺山恭輔　訳）
加1指令にもかかわらず、ディアナ号は1808年4月21日にサイモン海峡で始まった英露海戦との関係で英
国人に捕縛された。1809年5月16日、ディアナ号は悪天候を利用し、全速力で外洋に脱出することに成功
した。したがって1年と25日捕虜になっていたことになる。喜望峰付近で漂流せざるを得なかったが、VM．
ゴロヴニンはこれを数多くの学術的研究のために利用した。その中には岬の正確な記述、その植物相、動物
相、経済、日常生活、風習、現地住民などの研究が含まれていた（roJIOBHHHB，M．nyTeueCTBHeItam工船He
くくnHaHa〉〉H3ⅠtpoHⅢTaJrraBlta肌aTXy，COBepIZIeHHOerlOJtHatIaJILCTBOMd）几OTa皿e鎮TeHeHTaIloJIOBHHHaB
1807・1811r℃月aX．Mリ1961，C．131・207；月HBⅡEB．A∴BaeHJ山風MItXa如0】】lmm皿OBH舶／／PyccIくⅢe
MOpenJlaBaTe皿1．M．，1953，C．168－169）。
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54・N・Rルミヤンツェフからアレクサンドルー世への報告0ロシア領アメリカの開発方法につい
て。（直別0119）
1808年5月22日202
アメリカ［露米］会社によって入植した人々の承認について
皇帝陛下から求められましたアメリカ会社による統治に関する報告ですが、報告書には以下の
ことを述べましたDすなわち、会社によって入植が行われた島々や大陸には、会社に雇われて登
録された人々の手によって造船所、防御施設、住居が作られました。人々はこの地に住むように
なってかなり経ちますが、その間、家を建てただけでなく、未開人と結婚し、子どもまで生まれ
ております。契約期限がくれば入植者はロシアへ帰ってしまうのであれば、決して事業を軌道に
乗せることはできないであろうと思われますので、入植者のうち［残ることを］希望する者に承
認を与えるだけでなく、入植地に住み着く心づもりのある人々に、それまで支払い義務のあった
租税を免除するようにしていただきたいと、［会社］本部は皇帝陛下に願い出ております。
私としてはこのようなアメリカ会社の施設に雇用された者の定住は、国益と合致すると考えて
おります0私ならば自由人、すなわち商人、町人、国有地農民および旧聖界領農民、毛皮採集者、
退役軍人などに、この地に入植・定住する許可を与えるでしょう。領主農民について言えば、会
社は領主の同意なしには何もできません。入植者が以前の場所で払っていた租税の免除に関する
判断は、会社に委ねてしまうのが良いと私は考えます。入植者の定住は会社にとって利益になり
ます0公の任務に関する租税の割り当ても免除されるとなれば国家の収入にはならないので、国
庫収入を失うことのないように、税の支払いは会社が行なうことにすればよいと思います。
この件を皇帝陛下に御報告申し上げ、私の考えを国家評議会にかける許可を陛下からいただけ
ますよう、お願い申し上げます203。
大臣ニコライ・ルミヤンツオフ［ルミヤンツェフ］伯爵
注記‥評議会に持ち込まれた案件。ルミヤンツオフ伯覿
サンクトペテルプルグ、1808年5月22日。
ABnPI壬，車．PAK，礼194，L9－10．原本
BnP，T・4，C．270・271として公刊されている。
（木寺律子・藤原潤子　訳）
加2テキストの注記から日付を付した。
釦31808年8月3日に開かれた国家評議会において、ルミヤンツェフの提案は却下された（BHP，T．4，。．617）。
－567一
55・海軍省からRVチチヤゴフへの報告書。N．A．フヴオストフとG．Ⅰ．ダヴィドフが作成した日本
地図と記録を提出するよう、Ⅰ．N．ブハーリンに催促する必要があることについて。（⑥山20）
1808年5月27日
‰1564
海軍省は海軍中尉フヴォストフと海軍少尉ダヴィドフが作成した日本に関する記録から、オ
ホーツク港の指揮官であるブハーリン海軍［中］佐が他の書類とともに、日本の地図を抜き取っ
たということを知り、その上我が省の一員である海軍中将シシコフ氏よりのフヴォストフとダ
ヴィドフにかんする彼の説明によれば、これらの書類の中には彼らの旅行日誌204と、十分興味深
く有効に利用し得るいくつかの文書が存在することをお知らせし205、貴下にはブハーリン海軍
［中］佐からこの記録の中で非常に高い評価が与えられている日本の地図とともに、これらの役
人［フヴォストフとダヴィドフ］による旅行日誌を要求して手に入れていただくようお掛、する。
第五等鉱山宮　口ギノフ
注記：ペステリへ6月17日。事務局長ニコリスキーより。1808年5月28日。
PrABM◎，缶．166，011．1，月．2459，L4．原本
（寺山恭輔　訳）
56．露米会社総本部からアレクサンドルー世への報告。日本との通商関係を発展させ、またサハ
リンを開発する必要性について。（⑥No．122）
1808年7月2日
上奏文
ルイ十六世国王時代のフランス政府からの指示を受けた光栄ある航海者ラ・ペルーズは、観察
眼をもって朝鮮、日本の沿岸、アムール川河口に横たわっている地域、サハリン、クリル列島を
検分しました。彼はまた冬を越したカムチャツカについてさえこの地方の情報をより完全に取得
しつつ、他の誰もロシア人ほど強固に東方貿易を打ち立てることは不可能だということ、オホー
ツク海が船で埋まる時代が来るだろうということ、これらの地方ではいつの日か科学や芸術が繁
栄するだろう、との結論を導きました。魅惑的だが、同時に極めて可能性の高い予言であります。
中国、日本に連なる太平洋の東方地域で貿易に従事するのに、いったいロシア人ほどふさわしい
人が他にいるでしょうか？　ロシア人こそ彼らに最も近い隣人なのであります。
24RVチチヤゴフにより1809年7月6日に海軍省へ送られた。PrABM（p，申．166，0m．1，几2459，几6を参照
のこと。
加5史料⑥NnlO6（第3部Nn50）を参照のこと。
－568・
日本との貿易はロシア人にとって極めて利益の上がるものになるでしょうし、この国からはア
ジア全体で最高の脱穀したキビ［米］、より高品質の銅、蜜蝋にほとんど劣らない木蝋、樟脳、緑
青、絹糸、綿織物、銅製食器、そして日本だけで素晴らしく製造されている漆製品全般などを受
け取ることが可能で、したがってすべてのものはカムチャツカ、オホーツク地方の貧しい者たち
や、北米への我々の移住にとって極めて必要なだけでなく、漆製品はロシアと外国人にも提供す
ることは可能でしょう。彼らに対して持ち出すことができるのはイルクーツクでかなり生産され
ているロシア皮、カザンヤギとモロッコ皮、分厚い単色捺線布地、安物の生地、一部は外国製の
ものも含むがロシア製の厚手のラシャ、日本では大きな出費を要する粒起皮、北部地方の住民の
ための毛皮、亜麻の平織布地、トナカイの皮、スエード、鏡、ガラス製食器、鉄製品、日本で不
足しておりバラストの代わりになる帯鉄であります。
エカチェリーナ大帝は、あらゆる視点からこの問題を考慮し、アレウト［アリューシャン］列
島で難破から救出された4人の日本人の事件に際して、陸軍中尉ラクスマンを代表に小さな使節
団を派遣206することを命じましたが、これには救助された日本臣民を送還することを口実にこの
民族と知り合いになり、貿易関係を結びたいという目論見がありました。精神上、および宗教に
関する無制限の独裁者の狂信主義により抑圧されたところのこの島の専制君主公方家斉公は、自
らのお気に入りで第一の大臣［老中］であり、非常に聡明で愛国心を抱く出羽様207を尊敬しロシ
アとの隣国的な同盟を通じて、宗教上の君主のエゴイズムから自由になろうと欲しました。ほと
んどすべてのヨーロッパ人に対してその港に寄港するのを禁止している日本の諸法を考慮し、用
心して始めは北部の松前島［北海道］に寄港したラクスマンが、1隻のロシア船に対し交渉のた
めに長崎へ寄港することを許可する証明書［信牌］をもって帰国することに、彼は断固として同
意したのであり、この証明書を携えてラクスマンはオホーツクへ戻ったのであります。
その後9年が経過し、いまや日本自身が望んでいる関係を日本と構築するという企ては、残念
ながら、完全に忘れ去られたままであり、もし皇帝陛下がアメリカ［露米］会社の2つの船を世
界一周に派遣208する際の1803年にこの出来事を思い出されることがなければ、この忘却はさら
に長期にわたっていたことでしょう。陛下はこの間題を好ましくも侍従長の故レザーノフに委任
されたのでありますが209、彼は日本民族と、自分の以前の意向にしたがってロシアの使節を受け
入れることを確定していた公方自身の頑迷固陣のため、結局逆の回答を得るという不幸に見舞わ
甜6PyccKHealくCn印H叩H．．．T．2，C．316・320を参照のこと。
207［監修者補注：この時期に出羽守を名乗っていた大臣（老中）は水野忠友だが、1788年（天明8年）に
松平定信に老中を解任されており、ラクスマン来航時は老中ではない。その後1796年（寛政8）に西丸付き
老中となるが、在職中の1802年（享和2）に捜した。本文の出羽様がこの水野忠友かどうかは確証がない］
208史料⑥恥．19（第3部Na7）を参照のこと。
209史料（訪恥．32（第3部No．14）を参照のこと。
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れることになったのであります。この原因となったのは我々に好意をもっていた大臣出羽様がラ
クスマン来航後7年目に死去したことであり、現在の強力な第一大臣采女様［老中戸田采女正氏
教］は比類なきエゴイストで、主君の目的を理解せず、ヨーロッパ人との交渉を許すことで自分
の権力が弱体化することを恐れ、その心の汝滑さから、新しいキリスト教民族に対する彼の関知
しない入国許可により好ましくない結果が引き起こされないためにも、あらかじめダクリ210と連
絡をとることを進言したのですが、もう一つの首都であるメアコ211に住み、聖職者の長であるこ
の内裏は采女様の秘密エージェントによって偏向し、教唆され、彼の知らない間にラクスマンに
対して証書が渡されたことを知ると、自分は公方の側から侮辱を受けたとみなし、我々の使節団
が送られた際に会議に集合した200人の領主、貴人に対し満足のいく回答を求めたのであります。
これらの国家の役人たちは公方に対し内裏の侮辱感がどれほど大きいものであるのか伝えたとこ
ろ、彼は自分の意思に反することに同意し、巨大な流血軒塊事を食い止めるべく我々との交易を
拒否し、内裏の憤怒に対する生贅として、大臣であり故出羽様の同志であったフイダフイガ・サ
マ212を、常に我々との交易に関心をもち、公方と民衆の希望を支持したという理由で差し出した
のであります。彼は位を取り上げられ、流刑に処されてしまいました。
この首都江戸で起きたことについて、そして我々に対する拒否について長崎で知られるように
なったとき、我々との通商を疑いなく信じていた民衆ばかりでなく、ちょうどそのときそこにい
た役人、とくに通詞たちは、彼ら皆が望んだロシアとの通商、ロシアとの将来の彼らの交流が彼
の陰謀のせいで実現しなかったとして政府の厳格さ、その専制性にも関わらず、采女様を主犯者
として罵倒し、自分たちの極端な憤激と不満を表明し、それゆえに故出羽様の有益な助言は遅か
れ早かれ大きな力となって受け入れられることになるだろうし、采女様はすでに60歳であって
そう長くはなく、彼の死後のロシアとの関係を再び彼らは望んでおり、その際には我々にとって
もっと有利なことになっている可能性があると、寡黙というみずからのしきたりを超えてレザー
ノフにはっきりと吹き込み、我々がラクスマン後の12年間ぐずぐず手間取ったといって非難し
たのであります。役人の中には、特に通詞ですが、レザーノフに対してオランダ人を通じて手紙
を書くこと、自分たちのところで起きていることを合図によって通知することを約束する者まで
いましたが、その際に、彼らが通知するときには采女様はすでにいないだろうから、ロシアの船
は風を逃れての避難者のふりをして長崎に入港できるし、我々を成功裡に受け入れることが可能
210以下正しくはダイリ［内裏］。
211正しくはミヤコ、すなわち京都。
212［監修者補注：発音に従えば飛騨肥後様に近いが、人物を特定できない。「フイダ」を肥田だとすれば長
崎奉行の肥田豊後守の可能性もあるが、失脚したことは確認されていない。なおこうした政治情報をロシア
側に伝えたのはレザーノフ来航時の長崎通詞とされている（レザーノフ著、大島幹雄訳『日本滞在日記
1804・1805』岩波書店、329－331、347・349頁）］
－570－
であるとの条件さえ出した者もありました。その際我々には長崎へオランダの雇員の一人として
自国の役人を派遣するよう助言してきましたが、彼は長崎によ集住めば彼を通じてあらゆる詳細
を知ることができるようになり、そうすればレザーノフ自ら松前に交渉のために来ることになろ
うというものでした。彼らは翌年（1806年）彼らのうち誰が江戸に行くことになろうとも、ロシ
アのためになるようなより賢い人を準備するだろうと断言しました。その際彼らは、大名（長崎
の諸州の支配者）と皇帝の2人の現地知事は、ほとんど彼らの我々への好意を疑うだろうという
ことを請け合ったのです。その上不可解な用語と合図で彼らはレザーノフに対し、彼らの希望が
いち早く、よりよく実現するべくロシア人がすぐに北方から、日本近くに横たわっている島、た
とえば松前、サハリンを指しながら、またいくつかこの問題に関する根拠を紹介しつつ、サハリ
ンの温和な住民が獲た海獣の毛皮や、日本の北部のすべての住民にとって唯一不可欠の食糧であ
る魚を彼らから暴力的に奪っている日本人をすぐに追い払わねばならないということをy局終的
に助言しました。これらがすべて実行されると、この行いの結果は皆に対し目を聞かせ、公方は、
宗教上の権力が多数の自国人の扶養さえそれにかかっているところのロシアとの通商を拒絶する
際に示した抵抗の誤りをはっきりさせることに取り掛かるでしょう。
これらの助言に突き動かされたレザーノフは、通商大臣から彼に与えられた訓令No．19213を記憶
に留めつつ、北部の松前、ことに今日ヨーロッパ人の誰にも支配を受けておらず、一人の中国人
もいないサハリンに注目しました。彼はナジェージダ号に長崎よりこれらを観察すべく出港する
よう命じましたが、現地に行ったこの船は松前の南部には、ラクスマンが接近したときすでに長
い間日本人が居住しており、北部にはあらゆる点で我々のクリル人に類似している現地住民アイ
ヌ以外には誰もいないことに気づきました。アイヌは獣や魚をとっていますが、日本人は南部か
らやってきてそれらを暴力的にむしりとっているのです。このような日本人を彼はそこで何人か
捕らえましたが、彼らは毎年魚を求めて各地を回っており、アメリカ会社がロシア入植地を確立
したアレクサンドル（ウルップ）島もそのうちのひとつであると彼に断言しました。
サハリンではアニヴァ湾で彼は同様に、おとなしく、温厚であらゆる点で我々のクリル人に似
ているところの極めて多数のアイヌ、魚・獣の漁のために大阪の商人によってわずか8年前に設
置された、日本の獲物取引所［番屋か］を発見しました。彼らは現地住民だけを暴力的に働かせ、
その後、収穫物をむしり取って日本へと搬送しているのであります。この取引所は魚を扱ってい
る16の巨大な貯蔵所、何軒かの小屋、小さな御堂からなっており、日本の将校の管理下に置か
れ、彼等を含めて日本人は40人にも満たないのですが、多人数の原住民は奴隷のように服従し
ており、彼らの無慈悲さを恐れています。というのも彼らは極めて些細なことで絞首台につるさ
213史料（◎恥．41を参照のこと。
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れることがあり、そんな例をいくつかレザーノフは見ました。ここで我々の者たちは多くの鯨、
鱈、錬、鮭の大群を見かけました。
この両方の土地をいくらか観察した後カムチャツカへ航行しましたが、そこでは自分がアメリ
カへ向かう際、ナジェージダ号がサハリン付近へより詳しい記述を実行するため再度出発するよ
うに命じ、それは実行されました。一方でレザーノフは、日本人が我々に対して自国での取引を
許さなかったのに、第一次および第二次カムチャツカ探検の際にロシア人が最初に住んだという
権利に基づいて我々に属しているサハリンに、よくもやってくることができるものだという真実、
また従順で、以前は我々から親切な扱いを受けたアイヌを束縛し、彼らに属していないこの土地
の自然が生む富を暴力的に利用しているという真実を信じていました。こういった考えを抱き、
上述の長崎における協議を受けて、彼はアメリカから2隻の船ユノナ号、アヴオシ号214に対し、
フヴオストフ海軍中尉にはこの島とそれに付属しているその他の島々を観察するだけでなく、そ
こから日本人を追い出し、彼らの獲物取引所を破壊し、それによって、両民族にとって正しく、
有益な問題について、強力かつ友好的な隣の大国を拒絶したことがどれほど無作法なことだった
か日本人に感じさせるよう委ね、命令しました。フヴォストフは委任されたことのほぼすべてを
二夏、すなわち1806年と1807年にここへ行われた航海215で実行しましたが、オホーツク港の
指揮官ブハーリンによって留めおかれ216、こうして善良で好ましい試みは中断したのです。フ
ヴォストフはサハリンのアイヌ人から、彼が日本へ追い払った日本人が帰国すると、すでに現地
では最初に大パニックが巻き起こり、日本の皇帝は宗教上の専制主義に対抗してそれを自分のた
めに利用し、すでに以前の力に勝る力を獲得したということを聞きました。
いまや日本人はもしかしたらレザーノフと条件を検討する上で、より深まった結論を待ってい
るかもしれず、それゆえに我々としては時間を無駄にして、以前と同様の無策にとどまっていて
はいけません。皇帝陛下の名前を幸運にもいただき、昨年カムチャツカへ渡った7人を除けば以
前の23人が、13年の間に別々のところへ送られたことから、アメリカ会社が今新たに到着した
毛皮採集者を派遣しようと準備している隣の島217と同様に、サハリンをすぐに占領すべきであり
ます。もしも今すぐにこれを実行しなければ、以前ナジェージグ号に乗っていた外国人学者から
聞き知った他の国民が、サハリンで我々に先んずる可能性があり、そうなるとその状況を変える
のはたやすくなくなり、すでに不可能かもしれません。この状況とは会社がすばやい通商政策を
とり、確固たる定住策をとることで日本との間に、日本自身によってもただ願望のままであるさ
214史料（砂恥．78，79を参照のこと。
215史料⑥Nm92，106（第3部Nn50）を参照のこと。
216史料（諺恥．120（第3部m55）を参照のこと。・
217［訳者補注：アレクサンドル島、すなわちウルップ島］
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らなる通商関係をひらくものなのです。皇帝陛下の御言葉だけが必要であり、アメリカ会社はア
レクサンドル島への新しい派遣のついでにサハリンにおいても、アメリカでの自社による定住策
にならって砦、経済、耕作、造船、学校、その他の有益で慈善的な施設を設置する準備ができて
いるのですが、それもブハーリンのようにオホーツクやカムチャツカの指導部が何も邪魔をしな
いという条件のもとでのみ可能であります。というのも会社は、この間題について予定されてい
る企てについて、君主の許可がおりるのかどうか尋ねつつ、すべての自分たちの行いについて皇
帝陛下に報告しているからです。もしこれらがすべて実行されると、日本人自身もサハリン、ア
レクサンドル島へ出かけて漁具を受け取り、これらの島々では自分たちの物資と現地の物資を交
換し、時とともに広範な取引を行うようになるでしょう。日本の皇帝が、さらなる事業を必要と
するとき、彼のもとへ公式に我々の代表がすぐに来るように招待することはないだろうと誰がい
えるでしょうか？218
注記：1808年7月18日
ABrIPH，申．PAlt，礼195，几1－4．写し
（寺山恭輔　訳）
57・N・Rルミヤンツエフからアレクサンドルー世への請願。露米会社の計画に関してサハリンへ
の入植問題の速やかな解決を求める。（⑥軋123）
1808年7月17日219
アメリカ会社の理事会は私が皇帝陛下に提出いたしました報告の中で、サハリン島占拠の重要
性220に関して多くの論拠を提示しつつ、クルップ島の例にならってこの島に定住地区を設け、防
衛策をとり、経営、農作業、造船、役所その他の施設の整備を行うようお願い申し上げます。自
分たちの事業について皇帝陛下の政柵こ対して直接お願いすることに慣れたわが会社は、そのた
めにいかなる補助金も懇請するつもりはありませんが、唯一この入植を実行するよう陛下がお決
めになり、何らかの妨害を避けるためにもオホーツク、カムチャツカの統治者にこのことについ
て知らせるようお願いするものです。会社はサハリンにおける自分たちの定住地区を、日本との
取引を強化する上であてにしています。
皇帝陛下にこのことについてご報告しつつ、私が海軍相とともに日本人に敵対的なフヴォスト
フ海軍中尉の遠征に関する事柄の調査終了を急ぐよう御命令されることが陛下にとっても好都合
218署名が欠けている。
219日付は文書に付されたメモに基いて付した。
220史料⑥恥．122（第3部恥．56）を参照のこと。
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であると思われますので、私はこのテーマを上の問題と総合して検討するよう陛下に請願するも
のです。
大臣・伯爵　ニコライ・ルミヤンツェフ
注記：海軍大臣と連絡をとること。
伯爵Nノレミヤンツェフ。1808年7月17日。
ABrIPH，4）．PAIt，凪195JL5・6．原本
（寺山恭輔　訳）
58．商務大臣から内務大臣に報告された指令。アメリカ会社がサハリン島に入植地を作ることの
許可221。（馴0．124）
1808年8月9日
No．23　207a
皇帝陛下は露米会社に対し、オホーツク海に浮かぶサハリン島へ、他の例と同様に入植を行う
ことを裁可された。
ITC3PI4，T．n：06ⅡleenPIiJ10XeHHeIくTOMaMIIC3PH，C．55．
（寺山恭輔　訳）
59．外務大臣N．Rルミヤンツエフから海軍大臣・海軍大将RVチチヤゴフへの書簡。サハリン島
における露米会社入植地の建設について。（（釧0ユ25）
1808年8月9日。
No．1818
海軍省によりサハリン島を占拠させることは不必要であるとの閣下の口頭による評価を受けて、
私は他を手本としてここに入植地を作りたいとの露米会社当局による懇請222について皇帝陛下
に報告した。陛下はこのことについて裁可された223。これを受けて私は、私の親愛なる閣下に対
し、オホーツク港の指揮官やその他、これを実行することになっている人たちに、このことにつ
いて知らせるようお願いせねばならない。
敬具。恐憧謹言。
221文書の題。
222史料（◎No．122（第3部恥．56）を参照のこと。
223史料（砂恥．124（第3部恥．58）を参照のこと。
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注記：8月22日にペステリに宛てて書かれた。
PrABM◎凍．166，0m1，几137，几1．原本
（寺山恭輔　訳）
60・海軍省からⅠエド・トラヴェルスへの報告書。VM．ゴロヴ二ンにクリル列島記述を要請する
ことについて。（⑥No．135）
1810年6月28日
No．2001
海軍省名誉会員で、海軍大佐のクルーゼンシテルンは学術会議に次のような記録を提出した。
「ここ30年間多くの航海者が大洋の北部を調べたにも関わらず、その2つの部分が調査されな
いままに残っており、それらについて正確な知識を獲得することは極めて重要である。現在海軍
大尉ゴロヴニンの指揮のもと、この海にディアナ号が存在し、その滞在が長期にわたりそうなの
で好機を提供している。
クリル列島のうち我々が十分正確に把握しているのは北部の島々、すなわちアライド島からラ
シャウア224島、あるいは第13島までの状況であり、南部の島々についてはほとんど知られてい
ない。ラウコク225島とマツア島の間を我々が通過したとき、我々は南西の方向に高くなっている
土地を見出したが、それを私はケトイ島の北端であると考えた。ラシュアとケトイの間にはさら
にいくつかの小さな島々が存在するはずである。ラ・ペルーズとブロートンはこの地域で島々を
兄いだした。ブロートンは自分の地図に、北緯47度25分のところに小さな島を記したが、それ
について自身の航海日誌には言及していない。この日誌の記述はまったく不明瞭で、場所の記述
がそれに添付されている地図と合致しないことがよくある。ケトイ島とウルップ島（オランダ人
により「会社の地」と呼ばれた）の距離は、ラ・ペルーズとブロートンにより、両者の間に相
違はあるものの、十分に測られたが、これらの島々の東部海岸は誰も調査しておらず、それは1643
年にオランダ人によって「諸州の地」と呼ばれた大イトウルプ［択捉］島の東岸についても同様
である。ラ・ペルーズは1787年に、ブロートンは1796年226にこの島の西岸だけを通過した。
224Rashaua、正しくはRasShua（ラシュア）。
225Raukok、正しくはRakok（ライコク）。
226英国海軍省が1793年に組織した遠征のことを指している。それを指揮したのは1790～1795年にアメリ
カの北西沿岸地域で行なわれたG．ヴァンクーヴァーの航海への参加者であったU．Rブロートンである。帆船
神意号と小型の補助船2隻でブロートンは1796年10月クリル列島へ到達した。極めて好ましくない天候状
況のため、彼は「正確を射して」クルップ、イトウルプ、クナシリ島を観察するという命令を実行すること
ができなかったが、シムシル島北部に大型船が寄航するのに適当な湾を見つけることができた。ブロートン
はアムール河口を調査しようと試みたが、アムール河口とサハリン沿岸は海洋船を寄せ付けないところで、
サハリンは半島であるとの誤った結論に達するに終わった。オホーツク海の南西岸、タタール［間宮］海峡、
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クナシリ［国後］、イトウルプ島およびそれらに近い島々に関して現在になっても依然として不明
な点は多く、エゾの南東岸すなわち北緯45度12分、西経217度30分［東経142度30分］に
ある私がシェップと名づけた岬から島をイトウルプと隔てている海峡までのマツマエ島について
も同様である。したがってクリル列島の状況、島の数について完全な知識を最終的に得るために
も、この部分を詳しく調査することは極めて重要なことになるだろう。
ブロートン船長による最近の調査は、1643年にオランダ人が行った調査ばかりでなく、シパン
ベルグ、ラクスマン、それに海軍中尉フグオストフ、ダヴィドフを通して得られた知識とも多く
の点で矛盾しており、クリル列島南部の状況に関して不明な点を増やした。しかし我々はブロー
トン船長の探検から、この島々の周辺を航海する間、ほとんどの時間彼は嵐に見舞われたこと、
したがって彼の探索は熟達した航海者の調査であれば可能であったような信頼性を得るにはい
たっていない、ということを知っている。
ウディナ港の反対側に位置するシャンタル諸島の正確な研究がもう一つの部分になる。これら
の島々はロシアの居住地の近くに存在するのだが、我々にはほとんど知られていないのである。
北緯53度38分、西経218度34分［東経141度26分］に位置し、私がハバロフ岬と名づけた
岬から、ウディナ港までのタタール［間宮海峡］沿岸の調査はおとらず重要である。ハバロフ岬
は、アムール河口付近で我々が注目した最後の土地であり、この近さからこの土地を知ることは
ロシアの人間にとってそれだけ重要なのである。
ここで私が提案している両調査はひと夏で終了してしまうことが極めて望ましいかもしれない。
ペトロパグロフスク湾から5月に出航し、7月半ばまでにクリル列島の調査を終了させることが
可能であり、8月までにはシャンタル諸島、タタール海岸の調査のために十分な時間が残ってい
る。そうなると東北アジア海岸に関する我々の知識は完全なものとなり、これによりロシア人の
航海に我々は最も恩恵を被ることになるであろう。そしてヨーロッパの地理学者たちは、ロシア
人たちに、この地域の研究を要求する権利をある程度は有しているのである。」
海軍省は、名誉会員氏の提案を有益なものと見なし、閣下が問題なく合意されればの話だが、
海軍省がこの間題について詳しい指示227を海軍大尉ゴロヴニンのために作成し、この地域で測量
する予定になっている最新の地図を提供することについて、承認されるよう閣下に請願する。
海軍准将　ガマレヤ
事務局長　ニコリスキー
PrABM◎，卓．166，0IT．1，凪2498，几1－4．原本
サハリンについて真に学術的な記述を行った功績はGエネベリスコイに帰せられる（HoJIeBO最BJL
Ilept100TRpHBaTe皿ltypHJlhCRHXOCTpOBOB．C．169・170；RyTaIくOBJT．H．PoccIはH5hoHIlSl．，．C．103）。
227史料（むNn141（第3部Nn63）を参照のこと。
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（寺山恭輔　訳）
61．1B．ペステリからN．Rルミヤンツェフへの書簡。クリル列島とアレウト［アリューシャン】
列島住民からヤサク税を徴収することについて。（馳138）
1810年8月18日
ニコライ・ペトロヴィチ伯爵閣下！
閣下からの8月9日の書簡に添えて、アッツ島のアレウト人からヤサク税として50匹のビー
バー［ラッコか］の毛皮を第九等航海士プィシェンコフが受け取ったとの露米会社の本部から提
出された文書2絹を受け取りましたが、閣下に検討していただくため、この間題に関する特別の覚
え書き2盟を送付することは大きな名誉でありますし、これらのビーバーは皇帝陛下に対して忠誠、
崇敬の念を表したものとしてアレウト人から進んで国庫に寄進されたものである、との皇帝陛下
に提出されたカムチャツカ州支配人の報告に基づきながら閣下にお知らせするということは義務
であると考えます。この寄進に対して銀製の柄をもつ剣が褒章として与えられました。航海士が
ビーバーをアレウト人から奪ったⅥ吐ridenko20のではないかという点に関しては、イルクーツク
県幹部の見方によるとそれは全くなかったようであり、クリル列島を宗教関係者やカムチャツカ
の地方官吏が、前者は布教のため、後者は現地住民が何か必要としているものがないかについて
視察する名目で訪れておりますが、実際にはタバコやウオツカと引き換えに毛皮製品を受け取る
ために行っているのであり、この間題については誰か適当な人物から必要な情報を得たいと思い
ます。
敬具。閣下に対する完全なる忠誠を誓って。
イヴァン・ペステリ
Pm丸中．13，Oml，几435，几針10．原本
（寺山恭輔　訳）
228史料（訂恥．128を参照のこと。
229PrHA，中．13，011．1，几435，几11・14を参照のこと。
2測原文にこう書かれている。
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62．VM．ゴロヴ二ンからⅠ，Ⅰ．ド・トラヴェルスへの上申書。外洋帆船ディアナ号のアメリカ北西
岸への航海について。（⑥仙139）
1810年9月16日
No．82
カムチャツカのペトロパヴロフスク湾より
海軍省大臣、海軍大将で、かつ多種帯勲者であられますド・トラヴェルス公爵殿へ、外洋帆船ディ
アナ号艦長ゴロヴニン海軍中尉より
上申書
去年の12月24日から1年が過ぎ231、海軍大臣殿に私の計画についてご報告させていただくこ
とを光栄に思います。任務遂行のために皇帝陛下から賜った外洋帆船ディアナ号をどう利用する
かについてですが、もしも航海期までに首脳部から命令が下されなかった場合、［以下のように考
えております］。カムチャツカ地域の支配人ペトロフスキー陸軍少将殿からは、私の書状での提案
に対し、海軍の指揮下にはどうしても入りたくないとの返答を受け取りましたが、オホーツク港
長官のミニッキー海軍中佐殿からは私の報告書に対し、外洋帆船デイアナ号の未来の目的地に関
しては、首脳部から何の命令も受け取っていない、しかし、もし私［ゴロヴニン］がオホーツク
港まで行けば－そこではディアナ号のような大きさの船のために彼が作成した測量図によれば、
自由な航路をとることができる－その件は承認されるであろうと思う、とのお返事をいただき
ました。ミニッキー海軍中佐殿は［手紙の］最後に入港の計画を示し、オホーツクまで来るよう
にとご助言下さいました。しかし私の報告書に対する彼の返答の末尾には、彼の指図の下にこの
件を実行することに関して、首脳部の承認が得られることを確信してはいるが、ロシアを出発す
る際に私が受け取ったすべての命令書を彼は知っているわけではないので、私が皇帝陛下に対し
て行う義務があると思うことを自由に実行するのが良いだろう、と書かれていました。しかし報
告書に対する返事を私が受け取ったのは、今年の5月3日になってからのことでした。そのため、
それまでに海軍佐官（現海軍中将）サルイチェフ殿によって作成された測量図を参照し、それに
よれば外洋帆船ディアナ号は積荷をすべて下ろしたとしてもオホーツク港に入れないので、冬の
間にオホーツク港へ運ぶ予定の荷をすべて岸に上げてしまいました。そして外洋帆船は、オホー
ツクから首脳部の命令が送られてくればそれに従って海に出られるよう、準備を整えていたので
す。しかし上記の返信をミニッキー海軍中佐殿から受け取り、私は以下の状況について判断しな
ければなりませんでした。
賀1史料⑥恥．132を参照のこと。
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1．すでに陸揚げしてしまった物品について、再度外洋帆船に戻すか、またはカムチャツカから
空荷で出航することになっているオホーツク輸送船にのせるか。
2．外洋帆船でオホーツクに行くことが必要となる主な理由について、ミニッキー海軍中佐殿は、
長い航海を経ているために修理が必要なこと、不足している食糧その他の器具を補給する必要が
あることを返信で挙げておられます。もしも外洋帆船に破損があれば我々の人員で修理したで
しょうが、破損箇所は全くなく、その必要性は感じられませんでした。装備やその予備に関しま
しては、当局からの支給が充分に行き届いていましたので、もし命令があれば、全く問題なくホー
ン岬を通ってヨーロッパへ帰還可能な状態でした。食糧に関しましても、当局の努力とお心くぼ
りにより色々な形で用意していただきましたので、まだ余剰があるくらいです。食糧を準備して
いただいてから4年の間に2回も赤道を通過したにもかかわらず保存状態は良く、酢漬けのキャ
ベツでさえまだ食べることができます。乗組員の健康状態は極めて良好で、したがいまして、こ
の方面に関しては竜巻での援助は全く必要ございません。
3．露米会社の監査官から受けた報告によりますと、アメリカにおける露米会社の入植地には海
軍の援助が不可欠であり、その旨、皇帝陛下に請願するつもりであるとのことです。
4．今は亡きパーヴェル一世皇帝陛下から露米会社に賜った1799年12月27日付の文書232に基
づき、私は当社に援助を行わなければなりませんでした。文書の内容は以下の通りです。「陸軍お
よび海軍上官は当社の事業強化のために、当社社員の要請があればこれを援助すること」。
5．皇帝陛下からの私への勅令233の第1項234には次のようにあります。「もし貴下が現地の海で
アメリカ［露米］会社に属している船ネヴァ号を見つけることがあれば、自分の船隊にこれを従
え、この船がブラジルに寄港するよう委任されているのであれば、我々の港へ到着するまでこの
船と交易にとって起こりうるあらゆる有害な出来事から全力を尽くしてこの船を守りつつ、ブラ
ジルへこの船を送り届けられたし。もしもネヴァ号が貴下が現地の海に到着した時にまだ貨物の
積み込みを済ませておらず、物資の引き受けのために一定期間必要であるならば、この船を待ち、
準備が完了次第、上述したとおりこの船を同伴すべし。この船が航海への準備を行っている間、
貴下は我々の国土の海岸に沿って、我々に悪意をもつ諸民族からこの沿岸を守るべく、また現地
の海での勤務と航海に有益な各種の指摘を行うべく、自らの判断で航海してまわっても構わない」。
本記述から、港に停泊して無駄に時を失うよりも、たとえ少しの時間でも有益に利用することが
望ましいと皇帝陛下がお考えであること、アメリカ北西部のアメリカ会社所有地における安全に
ついて陛下がご配慮なさっていることがうかがわれます。
232PrABM（p，由．198，011．1，几83，几5－6を参照のこと。
233史料（訪恥．108（第3部恥52）を参照のこと。
234［訳者補注：実際には第7項］
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上記の諸事情、およびカムチャツカ・オホーツク間の通信事情により、オホーツク港長官宛て
の報告書に対する返事を秋まで受け取ることができなかったことを勘案し、私はアメリカ北西岸
に向けて出発することを決めました。5月22日、外洋帆船に軍艦旗を揚げ、同27日に出航致し
ました。アレウト列島の南側を進み、6月25日、アメリカ海岸を見つつ［北］緯57度44分地
点を通過し、30日にはサンクトペテルブルグから北に57度3分、東に193度35分の地点に位
置するノヴオアルハンゲリスク港に入港しました。港はロシア語の地図ではシトハ、英語ではノー
フォーク・フアウンドと呼ばれる有名な湾に面しています。
到着後、私は直ちにロシア領アメリカの支配人であるパラノフ六等文官に、以下のことを伝え
ました。すなわち、［露米］会社に与えられた特権により、もしも海軍の援助を必要とするならば、
外洋帆船とその乗組員にかかる費用を会社側が持たなければならず、その場合、こちらには援助
を与える用意がある、ということです。支配人パラノフからは、会社が［外洋帆船を］受け入れ、
要請された維持費を払うことを拒否しないであろうと思われること、しかし、自分にはこのよう
な決定を行う権限はないとの返信を受け取りました。にもかかわらず彼は、会社の所有する村落
が海軍を必要とする主要な理由を3点挙げてきました。
1．彼は、イギリスの海賊たちが当地の入植地を襲う準備を進めているとの報せを、在フィラデ
ルフィア・ロシア総領事ダシコフから受け取った。海賊の要塞は小口径の大砲を備えた旦辿
程度のものであり、ヨーロッパの海軍が攻撃すれば、彼らは太刀打ちできないはずである。
2．アメリカ合衆国海軍は沿岸に駐在させる軍艦がないとの理由で、恐れを知らぬことに、野蛮
人らに銃と火薬、弾丸を与えている235。
3．十分に武装した野蛮人たちは、いつ会社の所有する村落を襲うか分からない。彼らを威圧す
るには海軍駐在以外にない。
このような理由により、支配人であるパラノフ六等文官は私に、9月1日まで当地に留まるよ
う要請しました。しかし私自身の経験、および以前に当地に寄港した船の日誌から分かることで
すが、1カムチャツカ・アメリカ間にはたいてい西風が吹いており、秋にはほぼ絶え間なく吹きま
す。そのため、9月にアメリカを出発したのでは冬までにカムチャツカに帰り着くことは不可能
でしょう。しかも、9月の半ばにはペテルプルグからカムチャツカへ私の上申書に対する返答が
届くものと思われましたので、ノヴオアルハンゲリスク港には8月初旬までのみ滞在することで
同意し、8月5日にはアメリカから出航しました。その際、住民［前述の「野蛮人」］には、外洋
帆船は沿岸の警戒にあたるのであり、冬には再び当地に戻ると言っておきました。海賊に関して
は、当面危険な事態は生じませんでした。外洋帆船のアメリカ滞在に関する、［ロシア領］アメリ
235史料⑥No．117を参照のこと。
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カの支配人パラノフ六等文官からの返信の写し236を添付させていただきます。風向きを見ながら
航行し、最短のルートを通って、9月14日、私はペトロパグロフスク湾に到着致しました。外洋
帆船も乗組員も共に良好な状態にあります。
加えてカムチャツカを出発する際に、会社の所有するアメリカの村落に運ぶために、外洋帆船
に401プードの荷－内訳はライ麦の粉と脱穀した粒－を載せ、さらに仲買人フレプニコフと
1プードにつき4ルーブル、計1，604ルーブルを会社が国庫に払うことで合意しましたことをご
報告申し上げます。アメリカを出発する際、アメリカ合衆国の船から買った物の一部を運ぶよう、
支配人パラノフから要請されました。それにあたって、食糧を用意してくれました。カムチャツ
カの住人－そのほとんどが軍人です－に手ごろな値段で販売できるようにするためです。1
プードにつき2ルーブル、その他に関して4ルーブルで買いました。計2，201プード27フント
の食糧に対し4，403ルーブル35コペイカ、449プード7フントのその他の物品に対して1，796
ルーブル70コペイカ、運賃が総額7，804ルーブル5コペイカで、うち5，684ルーブル77コペイ
カを私が受け取り、収入として記載しました。残りの2，119ルーブル28コペイカは、ニジネカ
ムチャツカから会社の仲買人が到着する際に受け取ることになっております。このお金は、私に
与えていただきました外洋帆船の乗組員に対して、危険なコロリンスキー諸島を抜けて喜望峰を
出る際に与える報賞－具体的に申しますと、将校には［給金の］1年分、兵卒には3度目の報
賞となるので3分の2年分を、これに関しては皇帝陛下から私にご命令をいただいております
－を出すのに十分であると思われます。さらに、病人のための新鮮な食糧その他の物資、兵営
の灯明用の鯨油か熊油を買っても、少額が収入として残るでしょう。しかるべき書類を付した、
これに関する明細は、会計局に提出する予定となっております私のこの紐綴じの帳面にございま
す。これに加えまして、どのような根拠に基づいて私が荷を積んだかに関して、私が会社の支配
人と一緒に作成致しました取り決め237の写しを閣下に提出させていただきます。これをお読みい
ただければ、万が一、外洋帆船が事故にあったとしても、国庫にはそれを補うための十分な資金
があることがご理解いただけると思います。
ペトロパグロフスク湾で私は、オホーツクから食糧を携えて到着したディオニシー［ディオニュ
ソス］号に会いました。その船にはオホーツク港長官ミニッキー海軍中佐殿が乗っておられたの
ですが、彼は私に与えられている外洋帆船のために、2ケ月分の食糧と船に必要ないくらかの物
資を届けて下さったのです。その際、外洋帆船ディアナ号の任務に関する首脳部からの命令はま
だ受け取っていないが、もしも長期の航海が命じられるような場合には必要な食糧が届けられる
236PrABMO，缶．166，0m1，几2498，几25を参照のこと。
237同上。
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はずであることが知らされました。
外洋帆船のコンディションに関して、閣下にお伝え申し上げます。目立った外壁の損傷も水漏
れもございません。しかし、銅で被覆され、鉄のボルトで締められておりますので、4年近く水
につかっていることを考えますと、遠方への長期の航海には使えないでしょう。装備と帆につき
ましては、しかるべき修理が必要です。乗組員［の健康状態］はおおむね良好ですが、砲兵長の
パブィリン下士官が壊血病にかかっております。彼は生まれつきの体質により、これ以上の長期
の航海における任務は命にかかわるとの医師の診断を閣下にご報告させていただきます。
陸軍中将　ゴロヴィン［ゴロヴニン］
注記：1．1811年6月10日受領。
2．1811年6月21日に皇帝陛下に報告され、海軍省に提議された。
PrABMO，串．166，0m1，月．2498，几22－24．原本
（藤原潤子　訳）
63．海軍省からVM．ゴロヴ二ンへの指示。クリル列島とシャンタル諸島の記述について。（⑥他．
141）
1810年10月24日
貴下に送られたクリル列島の地図とそれに添えられた注意書きには、これらの島々について今
まで知られていることに関して記述されているし、海軍省も詳細に研究されるべき地点について、
いかにして、またいかなる時間的順序で検分すべきかについて貴下が自ら指図できることは疑っ
てないが、それでもやはり海軍省は、貴下に委任された次の2つの部分、すなわちクリル列島南
部、タタール［間宮海峡］海岸とシャンタル諸島の調査項目について、いくつかの指摘をしてお
くことは無駄ではないとみなしている。
オホーツク海は6月半ばまで、通常氷に閉ざされているので、まずクリル列島を検分し、その
後シャンタル諸島へと向かうべきである。したがってできるだけ早く、すなわち5月初めにペト
ロパヴロフスク湾から出発して北緯48度6分、東経153度12分のサルイチェフ峰を目指して航
海されたし。この峰は高さから言っても、その位置する場所から言っても山脈全体でほぼ中心を
占め、クリル列島のうちで最も注目に値する対象の一つである。クルーゼンシテルン艦長の旅行
記の第3、5、6章をご覧になればわかるとおり、その緯度と経度は彼によって極めて正確に定め
られたので、この峰は貴下の航海の初め、クリル列島の測量を終える際、またシャンタル諸島へ
貴下が出発される際に貴下のクロノメータを点検する地点として役立つであろう。サルイチェフ
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峰から南西に向かいながら、第12島すなわちマタウア島の南岸を通過してその南西端を確定し、
この島と第15島すなわちケトイ島を分けている海峡を詳しく検分することがよいように思われ
る。この海峡には添付した地図からわかる通り4つの島があるはずである。これらの島々に関す
る曖昧な点を解決した後、ケトイ島、ウルップ島、イトウルプ［択捉］島の南側で、できるだけ
岸に近づきつつ、もし天気が許すならばピコ海峡の反対側に位置するシパンベルグ島まで航海を
続けられたし。というのもウルップ、ケトィ、イトウルプ島の南岸はまだ誰も検分していないか
らである。
もしエッソ238とチコタン島239の間の海峡が安全であれば、ここを通過し、北緯45度21分、東
経142度12分に位置しエッソの一番端にあるシェプ岬まですべてのエッソの東北岸を、クルー
ゼンシテルン氏により観察された東北方面に向けて測量されたし。
この部分を見て、シェプ岬に行きながら貴下は詳細に観察出来ない可能性があるため、これを
補足すべく再び南に向けて戻られたし。もしエッソとチコタンの間の海峡が危険に思えるならば、
ピコ海峡を通り過ぎ、アントーニ山とチコタン島の北端を回り、この島とェッソを隔てている海
峡に入ること。チコタン島の西岸を見て、それからエッソの東北部分の測量を始めること。
クルーゼンシテルン氏の文章から地理学にとってこの地域を測量することがどれだけ重大なこ
とかわかると思う。というのは、日本の情報や、何人かのロシア航海者の報告から我々がその存
在を信じているクナシリ［国後］島がここに存在しているはずだからである。しかしこの島は実
際に行われた測量によって位置が確定されない限り、地図の上には記載できないのである。
もしこの島が実際に存在しているのならば、これに関してもはやいかなる疑いもこれ以上残ら
ないように、あらゆる方向からそれを観察されたし。高い山アント一二をできるだけ正確に確定
するよう努力されたし。これは、中部にとってのサルイチェフ峰、北部にとってのアライド島の
ように、クリル諸島の南部の測量にとって重要である。この3つの山はクリル列島で3つの主要
地点を構成し、それらを正確に確定することは、すべての島々をお互いに関連付けることを極め
て容易にすることになるだろう。
エッソの東部分、チコタン島、クナシリ島をできるだけ詳しく測量して、クリル列島の北側部
分に沿って北東の方向へ逆の航海を続けること。貴下の調査における最初の重要な対象はイトウ
ルプ島にあるトルウ岬とクロンベルグ山を確定することである。クロンベルグ山は、それ自身が
かなり海に突き出て、半島に類するものを作り上げているところの岸の端にそびえているため極
めて目立っ存在である。イトウルプ島の南側に沿って航海する際、この島はブロートン船長の地
238蝦夷（北海道）。
239シコタン［色丹］島（シパンベルグ島）。
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図、アロフスミト［アロースミス］の最新の地図を除き、あらゆる地図で描かれているのとまっ
たく同様の高さであると貴下は信じるかもしれないが、それでもこの島を出来るだけ近いところ
で北側から、特にトルウ岬から始めて通過すること。この岬は岸が遠くまで突き出ているため、
クルーゼンシテルン氏が考えているように、ブロートン船長の視界がさえぎられ、この島の北側
であると以前見なされていたところは別の島であると彼が見なした原因にもなった。
盲目的にブロートン船長の測量を頼りにし、したがって誤解が生じている英国の地理学者たち
の立場を修正することが貴下には委ねられている。イトウルプの本当の大きさを確定し、チコタ
ン、クナシリ島の存在を確認することが、貴下の航海で重要とみなされている2つの課題の本質
である。
イトウルプ島の測量を終えた後、天候が良く順風であればウルップ島とイトウルプ島を分けて
いるフリーズ海峡をウルップ島の東岸を確定するために通過すること。この海峡には、添付した
地図から判るとおりオランダ人によって発見された極めて危険な礁が横たわっている。それから
今回あるいは別の機会にクルップの南側を通り、プッソルン海峡を経由してサハリン海へ戻られ
たし。その際そこに横たわっているすべての島を特定し、ラ・ペルーズの地図に描かれているよ
り狭く思われるこの海峡の正確な幅も知る必要がある。それから、貴下の経度を修正するために
サルイチェフ峰を目指して東北方向へ航海を続けること。そこからはもうシャンタル諸島へ航行
できるだろうが、そこへ到着する前にクリル列島を測量する際に遭遇するであろう困難について
知っておく必要がある。すなわち、
1・これらの島々を極めて頻繁に隠してしまう、特に東風、南東風が吹く時に出る持続的な霧。
2・特に小さな島々が当てはまるが、例外なく火山によって生成されたこれらの島々すべての
近くでは、水深がとても深い。
3・特に海峡近くの島に当てはまるが、すべての島々の周辺では流れが速く、それらはしばし
ば激突し、そこにいると嵐に囲まれているように感じるような騒音を引き起こす。
これらすべての理由のため、これらの島々には慎重に近づき、霧が出たときにはそれから距離
を置く必要がある。しかしこの同じ理由によって、好ましい状況が生じたら時間を逸さず、あら
ゆる好天の機会を利用することも求められる。その際日本人とのあらゆる接触をできるだけ避け
るよう、また彼らの軍事力が勝っているときには、侍従長レザーノフによりエッソの北部に送ら
れた海軍中尉フヴォストフを指揮官とする遠征隊がしでかしたこと240に対して彼らが貴下らに
たいして復讐しないよう努められたし。同じくアイヌと呼ばれる現地住民とは、エッソでも、イ
トウルプ、クナシリ、チコタンでもできるだけ友好的に付き合うこと。もしこれらの島々で信頼
240史料⑥Na101（第3部Nm48）を参照のこと。
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できる投錨地が見つかるならばあらゆる情報を集めるよう努められたし。またここに添付してい
る例にしたがって彼らの言語の辞書を作成すること。しかしこの島々は日本人の勢力下にあるの
で、襲撃から備えてあらゆる防御策を講じる必要がある。
クリル列島からタタール海岸とシャンタル諸島を調査するために出発し、サルイチェフ峰より、
サハリン半島の北の端にありクルーゼンシテルン氏によりその緯度、経度が充分正確に測定され
たエリザヴェ一夕岬を目指して針路をとり、そこから緯度53度35分、東経141度26分にある
ハバロフ岬を目指してタタール海岸へ向かうこと。そこでタタール海岸の測量をウディンスク港
まで始め、さらにシャンタル諸島まで測量することが可能である。これらの島々の測量に関して
は、島々がよく知られていないので、貴下はそれらの中にどれほど詳しく良港を探索できるのか
知るよう全力を尽くすべきである。もし良港が見つかり季節が許すならば、その場所で詳しく内
部的な観察を行うためそこに一定期間留まり、あらゆる場所で住民の言葉についての語彙集を忘
れずに作成すること。この文書にはクルーゼンシテルン氏とダヴィドフの遠征241にしたがい、ク
ルーゼンシテルン氏のアトラス242に載っている地図、1757年に故サモイロフ将軍により作成さ
れた、ロシアの発見についてのフランスの地図、1811年から1812年にかけて作成されたェフェ
メリグの地図243が添付されている244。
PIIABM（か，缶，166，0ll．1，几2498，JL12－18．認証済みの写し
（寺山恭輔　訳）
241I．F．クルーゼンシテルンの本（Kpy3eHtmpHH．◎．fIyTeHleCTBHeBOZq）yrCBeTaB1803，4，5H1806IY）月aX．
IloIlOBeJ7eHHK）Ero MMlepaTOpCIく0Ⅰ℃BeJmeCTJlaAJIefCCa叩PaIlepBaIY）HaROpa6几兄Ⅹ“HaAe叩e’’H‘TIeBe”
CrI6”1809，1810H1812．tI．1・3）の第1部、第2部、およびG．I．ダヴィドフの本（naB叫10BIl．H．nByXPaTHOe
rIyTeIJleCTJme BAMepHKyMOPCIくHXOd）mlepOBXBOCTOBa11naB叩OBa，rlHCaH OeCZ4MTlOCJIe月HHM．CI16．，
1810）のことを指している。
242クルーゼンシテルンの本に添付された地図のことを指す（前注を参照のこと）。
243ここでは、「毎日正午のべテルプルグにおける太陽の赤線およびpryamoevoskhozhdenie［赤道座標の一
つ］を指す表」について述べられている。クルーゼンシテルンが作成し、海軍省により1808年から1813年
にかけて毎年出版された。
244署名はない。
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64・海軍省からⅠエド・トラヴェルスへの報告書。VM．ゴロヴ二ンにアメリカ北西岸の記述を要
請することについて。（（釧0．145）
1811年1月20日
No．135
海軍大臣、海軍大将で帯勲者であられるド・トラヴェルス公爵殿へ
報告書
海軍省の名誉会員であられますサルイチェフ海軍中将殿は、極東にいる海軍大尉ゴロヴィン［ゴ
ロヴニン］がクリル列島とシャンタル諸島とタタール［間宮海峡］海岸の一部の測量を終えた後、
北アメリカ西岸－ステフェンス岬とカーム・ポイント岬との間－の最重要拠点に関して、天
文学観測によって記述を行なう任務を命ずるのが有益であろうとの考えを述べられ、海軍省から
彼［ゴロヴニン］にその任務を命ずるようにとの通達を出された。彼［サルイチェフ］は同時に、
以下のことを述べられた。すなわち、御自身がチュコトカ半島に滞在された時、アメリカとの間
の海峡に良い入江があり、その近くにはロシア人が住んでいるとチュクチ人から聞いたことがあ
るので、チュクチ人の話を確認するのは有益であろうこと、またステフェンス岬とカーム・ポイ
ント岬との間の浅瀬についても同様で、なぜならば、その岸の対岸にあるゴル島には、いつもそ
こを通って木が流れ着くので、彼の考えによれば、そこには大きな川があるはずであり、岸の測
量の際に確認する必要があるとのことである。
これに関して省は、海軍大尉ゴロヴィンに以下の任務を与えることを予定している。すなわち、
彼がすでに命令されている測量を終えた後、新たな命令を受け、その遂行のためにベーリング海
峡へ向い、アメリカ海岸のプリンス・ウイリアム岬から南へ30～40マイルの地点で湾と川を探
し、現地住民について調べることである。そこから彼は再びノートン海峡へ向い、ステフェンス
岬からカーム・ポイント岬に向けて、海岸の調査のためにバイダーラを派遣すること、彼自身は
岸に面する浅瀬を調査し、できるだけ岸に近いところを進み、カーム・ポイント岬近くでバイダー
ラと合流しなければならない。また、以前命じられた測量が早く終了した場合は、または別の事
由が生じた場合は、彼は新たな測量をカーム・ポイントから開始し、その後にノートン海峡に向
い、そこでバイダーラと合流し、そこからプリンス・ウイリアム岬へ向うことになる。カムチャ
ツカへ帰還する際に、プレオプラジェ一二エ島に寄るのが望ましい。上記の件に関して閣下の許
可をいただきたい次第である。
第五等鉱山官　ロギノフ
事務局長　ニコリスキー
・586－
注記：1．6月21日に皇帝陛下に報告され、海軍省に提議された。
2．これ以前に皇帝陛下の御意志によって、ゴロヴィンにはシャンタル諸島およびクリル
列島を記述する任務が与えられていることを考慮のこと。・‥245に必ず報告書を提出
すること。
PrABM◎，由．166，011．1，月．2498，几26・27．原本
（藤原潤子　訳）
65．航海士A．フレブニコフの回想録より。外洋帆船ディアナ号乗組員の一部がクナシル［国後］
島で日本人の捕虜にされたことについて。（御山49）
1811年3月～8月246
1810年から11年にかけてカムチャツカのペトロパヴロフスク湾で冬を越したが、3月30日海
軍大臣のイヴァン・イヴァノヴィチ・マルキーズ・ド・トラヴェルス提督247より、帆船に乗って
クリル列島南部の方へ向かい、クルーゼンシテルン艦長が成し遂げた地点から測量を始めるよう
に、それから松前北部方面を測量し、それが終わったあとでシャンタル諸島の測量を行い、オホー
ツクからアムール河口までのタタール［間宮海峡］海岸の正確な地理的状況を把握せよとの命令
を艦長［ゴロヴニン］が受け取った。この任務は困難であったとはいえ、極めて魅惑的なもので
あった。クック、ラ・ペルーズ、ブロートン、クルーゼンシテルンなどの偉大な航海者たちのあ
らゆる努力にも関わらず、間断なき霜、海流、その他の理由によって測量がいまだに終わってな
いままになっている地域を正確に記述するということを命じていたからである。帆船は急いで出
航の準備にとりかかったが、ペトロパヴロフスク湾は依然として氷に閉ざされていたため、早く
出帆するべく氷が切り出された。
5月4日我々はアヴァチンスク湾を後にして外洋に出た。14日ライコク島とサルイチェフ峰を
見た。ここでクルーゼンシテルン氏の測量は終了していた。厳しい風、なかなか晴れない霜、方
向の定まらない強い海流によって我々は島を測量し、それらの地理的な位置を確定することを妨
げられた。したがって7月11日になっても観察とこの地の測量は終了せず、我々には食糧、薪、
水の不足が生じ、これらの必要物資を購入し、夏時間を失わずに測量を続けるべく日本人やその
臣民である毛深い人［アイヌ］との連絡を探ることが必要になった。
7月11日クナシリ［国後］島でのあらかじめの連絡にしたがって、クナシリの長であるシラビ
245一語判読不能。
246出来事より判断して日付がつけられている。
247史料（参Na135（第3部m60）、⑥Nn141（第3部貼．63）を参照のこと。
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ヤチョウ248（少佐の官位）ナカジザイモン［松前奉行支配調役奈佐瀬左衛門政辰］により、個人
的に会見すべく同名の町のある岸へ来るよう招待され、朝8時にそこへボートに乗って出かけた。
ボートの指揮官、海軍大尉で帯勲者ヴァシーリー・ミハイロヴィチ・ゴロヴニン、航海士フョー
ドル・ムール、私、漕ぎ手として水兵のドミートリー・シマコフ、ロシア臣民の通訳のために我々
がイトウルプ［択捉］島から1ケ月前に連れてきたクリル人アレクセイ・チェキンがメンバーで
ある。
ボートから上陸し集落を歩いていくとき、我々は日本人が何か良からぬことを企んでいるとは
ほとんど疑わなかった。彼らにはいかなるささいな侮辱も受けなかった。町に入るとテントに導
かれたが、そこには村長と他の役人がいた。お互いに礼儀正しく挨拶したあと座るように勧めら
れたが、我々の後ろには水兵たちが座らされた。お茶とセーゴ［サゴヤシの幹の髄、あるいはじゃ
がいもやとうもろこしからとった澱粉と想定される］をご馳走になり、彼らの岸辺まで我々がやっ
てきた理由、どのような国から我々はやってきたのか、支配している我々の皇帝の名前を尋ねら
れた。彼らの質問に対しては食糧、薪、水が必要だったので彼らの岸辺まで来ざるを得なかった
ということ、お金を支払って彼らからこれらのものを受け取ったらすぐに当日中に、仕事のため
広東へ、さらには故郷に帰るためにこの岸辺から離れるということ、故郷からは2年前にカムチャ
ツカへやってきたということを答えて満足させた。ペテルプルグからの我々の航路と、ペテルプ
ルグまでの帰り道を彼らによりよく理解させるべく、このような場合に備えてボートから持って
きていたラtペルーズの世界地図を彼らの前に広げて見せた。彼らには我々の航路を示し、その
あとで艦長はこの地図のほか、自分で持ってきていた品物を島の長に贈呈し、彼はそれを受け取っ
た。そのあとで日本の長は、どれほどの食糧を渡せばいいのか知る必要があるという口実のもと、
帆船に乗っている我々の人数を尋ね、また船長がどれほど要求しているのかについても尋ねた。
これらすべてに対して満足のいく回答をすると、村長は彼自ら食糧を与えることはできず、こ
のような場合どのように行動すればいいのか－我々に売却するのかそれとも贈呈するのか－
についての命令を待たねばならない松前のobuch－yu［御奉行のことか］に書状を書くが、その返
事がくるまであなた方の船は停泊地から立ち去ってはならず、念のため3人のうち1人が岸辺に
残るべきである、と述べた。艦長はそのような文書のやり取りをする間どれほどの期間待つ必要
があるのか尋ねた。「15日である」と村長は答えた。そこで艦長はこの点について帆船に残って
いる副艦長やほかの将校と相談せねばならないと答えた。ここで我々は立ち上がり、彼らに別れ
を告げようとすると、我々が彼らの行動に対して疑念を抱いているだろうと村長は述べて、もは
や自分の校滑さをさらけ出し、長崎であなた方の代表には、ロシアの船舶は日本には寄港しない
248文書にはこうなっているが、正しくは「シラベチョウ」［監修者注：調役のことか］。
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ようにと通告したのに、なぜあなた方はやってきたのか、もしあなたたちの一人でも今岸から離
れてしまうと、自分は切腹せねばならないと述べ、抜剣した兵士たちに我々を取り囲むよう命令
を出した。このとき我々は自分たちの破滅を目前にしていた。肝計にはまった我々はこれら兵士
の一群へと飛び出し、門を通り抜け、ボートまで走り着きさえしたが、不幸にもボートが干潮の
ため浅瀬に乗り上げて岸にとどまっており、それを引っ張っていくことはできなかった。
はじめテントからは艦長が飛び出し、それから私、我々のあとを水兵たちが追った。ムール氏
はアレクセイ249と中庭で捕らえられた。私と何人かの水兵は鉄砲で撃たれたが、彼らがそれを意
図したのかあるいは運がよかっただけなのか、誰も負傷しなかった。ボートのそばで我々は抜か
れた刀で取り囲まれ、捕まり、後ろ手に縄で縛られ、町に連れて行かれた。門を通り抜けるとこ
ろで縄はさらに硬く結ばれ、新しい縄が巻かれ、いくつかの通りを通り抜けるうち、私は牢獄か
兵舎に似た無人の家に入れられた…我々に対してなぜ日本人がかくも背信的に振舞ったのか
我々は理解できなかったが、その後‥・我々の到着の5、6年前に彼らの岸辺…250あたりで露米
会社に勤めるフヴオストフ、ダヴィドフらが行った略奪251が彼らに憤激、不満を巻き起こさなけ
れば、このようなことは絶対しなかっただろうということが明らかになった。
この出来事について我々はカムチャツカで少しは聞いていたが、会社の幹部はこの出来事を巧
みに隠していたので、我々は決して彼らの行いを正確に知ることはなかったし、また我が政府は
この海域に対して会社に与えられた権利を悪用した彼らの自分勝手な行動に不満を覚えていたと
いうことも知っていたので、日本人は2人の命知らずの無作法な行為を民族的な平穏を乱すもの
であるとみなさないだろう、と考えていた。しかし、強欲なオランダ人を除けば誰とも関係を持
たない彼らのこの土地においては、この行いは長崎で使節レザーノフ氏を受け入れなかったこと
に対するロシアからの戦争であるとみなされ、しかも彼らにこう思わせたのは不思議でもなんで
もなかったのだが、不幸なことにはフヴォストフの行為は、自分で勝手にやったものではなく、
あたかも上層部の命令に従って実行したかのような様相を呈していたのである。
夕方までに我々はクナシリ島の西海岸に連れてこられ、そこで御堂のある村［monasheskoe
Selenieをこう訳した］で、手に感じる大きな痛みと体に食い込む縄からくる恐るべき苦しみの中、
真夜中まで座りとおした＝・真夜中に行灯に導かれ我々は龍に乗せられて2膿のバイダーラまで
連れてこられ、それに分けて乗せられた。交代で見張りのために座っ荒立、た人の他に、双方の間
には武装した兵士が横になっていた・‥　この夜我々は海峡を渡って松前島［北海道］に連れてこ
られ、2日間島に沿って南部の方へ連れて行かれ、そこで警備兵の何人かが合図によりアレクセ
249A．チェキンのこと。
250二語判読不能。
251史料⑥‰101（第3部恥．48）、⑥Na106（第3部m60）を参照のこと。
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イを通じて、我々を松前の町に連れて行きそこで裁くということを我々に知らせた。その後海岸
から我々やすべての兵士とともにバイダーラは陸上を1露里かそれ以上引っ張られ、それから湖
に下ろされアトキスの町までそこを九一日バイダーラで進み、その町から我々は海岸に沿って徒
歩で護送者の大きな隊列によって連行されていった‥・
24日目、歩いていけばわずか数時間でアゴダデ［函館］にたどり着く、アゴダデの手前の峡谷
に位置するオンナという町で眠るよう連れてこられたり・一見したところアゴダデから来た人
が、上司から我々の手から縄を解くようにとの命令を町から受け取っており‥・あらゆる人間に悲
しみと憤激を呼び起こすような建物に連行し、我々の喜びに満ちた感情は突然にしてぞっとした、
絶望的なものへと変わっていった。これはすべての住宅から少しはなれて建っている日本の牢獄
であって、その古びた柵には鋭い鉄製のとがった棒や鈎が突き刺さっていた。門の前には衛兵所
が立っており、その前の広場には兵隊の隊列が立っていた。我々は二手に分けられた。艦長とムー
ル氏はそれぞれ水兵一人ずつと一方の仕切りを設けられた牢獄に入れられ、私とその他のものは
別のところへ連れて行かれ、暗くて悪臭のする檻の中に閉じ込められた・‥
A．プレプニコフ
OPPHB，缶．1000，0ll．2，月．1487，几1－6，日筆原稿
（寺山恭輔　訳）
66．露米会社とアメリカ毛皮会社との協定（要旨）。（⑥仙150）
1812年4月20日（5月2日）。
両会社の活動範囲を区切り、現地住民に対して銃火器、そのほかの武器を売却することを禁じ、
アメリカ毛皮会社には露米会社の入植地に食糧、物資を供給させ、自社船に積み込んだロシア領
アメリカ産の毛皮を広東で、協定によって定められた委託販売手数料で売却させる。
BnP，T．4，C．385－388．
（寺山恭輔　訳）
－590－
67．Ⅰ．B．ペステリからⅠ．Ⅰ．ド・トラヴェルスへの書簡。クリル列島の記述を行い、かつ日本で捕囚
となっているVM．ゴロヴ二ンを助け出すために、外洋帆船ディアナ号を出航させることにつ
いて。（（針山151）
1812年7月5日
恥．1255　サンクトペテルプルグ
イヴァン・イヴァノヴィチ［トラヴェルス］公爵閣下！
去る4月9日に皇帝陛下が、海軍大尉ゴロヴィン［ゴロヴニン］を囚われの身から解放すべく
オホーツクより海軍遠征隊を日本の海岸へ今年派遣するという私の諸提案を裁可されたのにした
がい、また同時に私は、ゴロヴィンと関係したこれら遠征隊メンバーの扶養を私が負担したので
すが、遠征のために支出されたお金を今日に至るまで財務大臣より受け取っておらず、これが原
因ですでに今年、この遠征隊は派遣できませんでしたので、来年までこれを延期すべきでありま
す。
このような理由から、一方で帆船ディアナ号を本遠征に向けた準備をするための仕事や出費を
無駄で無益なものにすることがないよう今夏ずっと、オホーツクにいかなることにも利用するこ
となく留め置き、他方で少なくともこの事業に対する皇帝陛下の委任、すなわち前回の遠征で彼
らの身にふりかかった日本の海岸での不幸のために実行できなかったクリル列島南部とタタール
［間宮海峡］海峡の沿岸を観測するという課題を実行すべく、クリル列島へ少なくともこの目的
を達成するため、そして好機が訪れた場合にだけクナシリ［国後］島に寄港し、その際我々の捕
囚を解放できないならば、彼らの境遇を知り、ついでに日本人には海軍大尉ゴロヴィンが自分の
部下たちとともにいかに理由もなく囚われの身になったのかということ、来年にはこのために特
別の遠征隊を長崎へ派遣するつもりだということを予告するためにも、帆船ディアナ号を派遣す
るようにとの指示を出さざるをえないと思います。帆船とそれに付随した輸送船ゾテイク号の指
揮をとるために、ゴログイン氏のあとでこれらの船のうち筆頭者として指揮をとっている海軍大
尉リコルドが任命されました。
この件については皇帝陛下に報告差し上げましたが、貴殿にもお知らせすることは私の義務で
あると考えます。
深い敬意と完全なる忠誠心をもって。親愛なる貴下。恐憧謹言。
Ⅰ．ペステリ
PrABM◎，申．166，0°．1，只．2498，几48－49．原本
（寺山恭輔　訳）
－591－
68．露米会社総本部からアレクサンドルー世への報告。フリゲート艦ユノナ号の難破について。
（御0．152）
1812年8月27日
No．421
あらゆる栄光に浴する偉大なる総覧者である皇帝陛下、全ロシアの専制者への
露米会社総本部の上奏書
さる1810年、露米会社所有の入植地を管理する六等官パラノフが、ボストン出身の北米の船
主の船で広東での売却を目的に毛皮製品を送り、その後折り返し中国製品の貨物を受け取り、20
万ルーブル以上という莫大な金額を自分の島より、1811年7月29日にカムチャツカへ、航海士
マルトウイノフの指揮のもと26人の乗組員を乗せた会社のフリゲート艦ユノナ号で送ったとの
知らせを、今月1日会社本部がオホーツクからの急使を通じて受け取りました。この航海を行っ
たのは最も好ましい時期で、追い風で良好な風に吹かれれば目的地には1ケ月足らずで到達しう
るのですが、出会った向かい風と厳しい風、嵐はカムチャツカまでの航海途上でこの船を3ケ月
も足止めし、まさにペトロパヴロフスク湾の手前では19日も費やし最終的には10月31日、北
東の強風により湾から40露里のヴィリュイチク川河口の岸辺に打ち上げられ、完全に破壊され
ました。この不幸な事件は厳しい天候との長期にわたる闘いのため、疲れ果てた人たち皆が病に
陥ったということが最も大きく影響したものです。病人の中には航海士自身も含まれており、彼
はこの不幸な事件が起きたその日の朝に力尽き、わずか8人だけが衰弱した体に鞭打ちながら何
とかして、マスト、舵を換り、水の汲み出しを行ったのであります。打ち上げられたときには僅
か3人しか助からず、他の23人は、パラノフが送った書類に記載されている情報の通り岸に打
ち上げられてダメージを受けた本当に僅かなものを除き、会社が購入したすべての中国商品の貨
物同様、波の犠牲になってしまいました。
3人の助かった乗組員が断言している通り、入植地では彼らの出港は万事うまくいったし、現
地へ遠征に送られたプリッグ型帆船チリコ7号は豊富な毛皮製品をもって帰還したということ、
現地にはさらに広東から中国製品の貨物を積んだ会社に帰属するボストンの船の帰還を待ってい
るということは、上述の事件にも関わらず会社を慰めるものです。
この情報すべてについて会社の本部は、皇帝陛下にお知らせする義務があります252。
事務局長ゼレンスキーが本物と照合した
注記：考慮すること。
A8nPI4，由．PAH，凸．217，几1．認証済みの写し
公2署名はなし。
－592－
（寺山恭輔　訳）
69・松前知事［奉行］ハットリ・サダカテ［服部貞勝］からの通告。VM．ゴロヴ二ンと外洋帆船
ディアナ号乗員を捕囚から解放することについて。（⑳0．157）
1813年9月26日
松前知事［奉行］宣告
日本帝国はロシア帝国に対し昔より敵慢心も、不平も抱いてはいない。毛深諸島253で貴国の船
が略奪行為を働いたことに対し、我が方は見張りをしている軍隊が、クナシリ［国後］において
貴国の同士を捕らえた254。以前行われた問答で彼らは、前の略奪は貴国政府の知ることなく実行
された海賊的な行為であると述べていたが、しかしまだはっきりしない点があった。今や貴方の
上層部より説明が送られてきた0その説明はこの件を確認しており、我々をだまそうとするもの
ではないと判明し、したがって我々の疑いも消えた。今貴国の人々をお返しするが今後双方には
不和は残らない。
外国の領土と新たに関係を結んだり貿易をしたりすることは、わが帝国においては許されてお
らず、このことについては、貴国の代表が訪れた際に長崎で詳しく説明された255。もちろん日本
国の海岸や我々の毛深諸島にもし外国の船が出現するならば、大砲の一斉射撃で追い払うつもり
だ。わが国のこの厳格な命令は永遠に変更されることはないであろうし、将来今日の問題につい
て、関係を求めてたとえ別の口実に基づいて頑固に来てもらっても、無駄であることがわかるだ
ろうし、有害なだけだろう0というのも将来のためにもこのことが宣言されているからだ。
大日本国松前島［北海道］知事
本書面には、本名を指し示す「サダ・カツ」という言葉の入った印鑑が押されている。ハット
リこそが彼の苗字で、ビンゴ・ノカミは官位の称号である。
通訳をしたのは　ムラカミ　テイスケ
ウエハラ　クマジロウ
注記：松前知事の宣告のロシア語訳からの写し。
PIIABM◎，串．166，011．1，札2498，m157．写し
（寺山恭輔　訳）
253［訳者補注：Mokbnatye（毛深）はアイヌのことを指し、したがって千島列島を意味するものと思われる］
254史料（釘‰148を参照のこと。
255史料⑥m61（第3部‰29）を参照のこと。
一593・
70．海軍中佐VMゴロヴ二ンから海軍大佐Ⅰ．Rクルーゼンシテルンへの書簡。日本からの帰国に
ついて。（⑥恥．161）
1814年8月11日
サンクトペテルプルグ
イヴァン・フヨドログィチ［クルーゼンシテルン］閣下！
日本における不幸な私の拘禁からペテルプルグに帰還し、あなたが不在であることを知り非常
に落胆しました。そのため私の事件に貴方が関与してくださったことに対して個人的に謝意を述
べる機会を逸してしまいました。誰よりも日本人民の性格や彼らの統治を知り、貴方が私の解放
のために友好的な手段をとるよう政府に助言し、それが結局は奏功したということを、閣下、私
は存じ上げており、私は自分の解放に関して閣下に極めて多くを負っていることを知っておりま
す。それに劣らず、私の日誌の下書きを検討し、私は貴方が私にしてくださった名誉にたいして
も、私は貴方に感謝せねばならないとみなしております。いかに好意に満ちた温情をもって貴方
が何も特別な意義を持たない私の仕事を評価してくださったことかと感じております。海軍省に
提出した意見書の中で、私がその名に値しないような何という賞賛を貴方は述べられていること
でしょう。貴方の不在にも関わらず、閣下、私のこれからの毎日の目的は私に関する貴方の好ま
しい印象に値するようにつとめることであるということを断言し、私は閣下に最大限の感謝の言
葉をささげることが義務であると考えます。
舞台は我々の間ではほとんど知られていない民族のところにあったため、おそらく貴方にとっ
て興味深いと思われる私の冒険の詳細について貴方にお伝えしたかったのでありますが、そのた
めには10枚以上の紙を費やして書く必要があるでしょうが、今のところは日本人に関する貴方
の評価、すなわち彼らは我々を殺すことはないだろう、それを試みようとする民族でもないと断
言された点について貴方は過ちを犯したということだけ言っておきましょう。フグォストフは
我々に知られていること以上のことを実行してしまいました。彼は陛下の名前のもとで彼らに宣
戦布告したのです。サハリン人をロシアの臣民であるとの証書をもって受け入れ、彼らにメダル
を授与し、一方で20万ピアストルに上る日本人の財産を略奪し、破壊し、焼き尽くしたのです。
政府は私の探検を印刷するのを許可するのかどうかわかりませんが、そのうちに貴方にはあら
ゆる興味深い話を手紙でお知らせすることにします。また、貴方には私からの深甚な感謝と忠誠
心を保証いたします。
敬具、閣下の忠実な僕 ヴァシーリー・ゴロヴニン
PrAEM（D，缶．14，0m1，月．210，几27－28．日筆原稿
（寺山恭輔　訳）
・594一
71．Ⅰ．B．ペステリからⅠエド・トラヴェルスへの文書。イルクーツク知事が日本との交渉に入る試
みに失敗したことについて。（御0．163）
1815年1月3日
イヴァン・イヴァノヴィチ［トラヴェルス］公爵閣下！
昨年10月27日の私信Nq3167256より閣下には、イトウルプ［択捉］島より帰艦した船「ボリ
スとグレープ号」はイルクーツクの文官知事から送られた手紙の内容によれば、善隣関係につい
て公式の交渉に入りうるような回答を日本政府からは得てこなかったということはご存知かと思
います。
こうなった原因は、この島の住民は漁業やそれに類した生業のためにこの島の反対側の端に居
住しながら、我々の船を目撃できず、また我々の船に自分たちの存在を示すことができなかった
からであります。
この間題、すなわち日本政府はロシアと貿易その他の何らかの関係に入るのかという問題に解
決の糸口を見つけるためには、当方からすると上述した評価を持っていることが必要であると考
えるし、また皇帝陛下の御意志を受けた日本遠征隊はまさにこの私に委ねられたということでも
あるので、私はイルクーツクの文官知事に対して好機があればすぐに別の船を最善の方策として
日本の島イトウルプへ、彼の近い将来の判断で派遣することを許可しました。この点については、
船がイトウルプ島に取り決めに従ってやってきたということについてまったく何も知らない日本
政府が、ロシア政府がこの船を自ら派遣したわけではなかったということに、あとから反論でき
ないように、ということを最も配慮した結果であります。
このことについて閣下にお知らせするのは義務と考えます。
敬具。恐恒謹言。
ペステリ
PrABM◎，車．166，017．1，几2498，几171－172．原本
（寺山恭輔　訳）
2駆ファイルには残っていない。
－595－
72．海軍中佐RR［ママ］リコルドからⅠ．Ⅰ．ド・トラヴェルスへの上申書。外洋帆船ディアナ号
によるクリル列島航海地図の作成が終了したことについて。（馴山68）
1815年10月26日
No．801
海軍大臣、元老院議員で帯勲者であられますド・トラヴェルス公爵殿へ、海軍中佐リコルドより
上申書
外洋帆船ディアナ号で1811年からゴロヴニン海軍大尉の指揮により作成され、その後1813年
まで私の指揮により作成が続けられていたクリル列島の調査地図が、このたびすべて完成しまし
たことを閣下にご報告申し上げます。本地図は私およびプレブニコフ航海士の監督下で、細心の注
意を払って制作・製版されたものです。これに続きまして、外洋帆船ディアナ号で我々がどのよ
うに日本沿岸を航海したかについて記述したものも、間もなく閣下に提出できるものと考えてお
ります。航海日誌の草稿と地図は閣下のご命令により、海軍中将ガグリーロ［ガヴリール］アン
ドレエヴィチ・サルイチェフ殿の検討を経て、その御指摘により説明を加え、まちがいを修正し
た上で、現在、印刷公刊に向けて清書作業が行なわれている最中であることをお知らせしておき
ます。
プレプニコフ殿によって作成された地図を提出するにあたりまして、ゴロヴニン海軍大尉が閣
下にすでに申し上げておりますように、フレプニコフ航海士殿をレヴェリ港に欠員が出ているア
ストロノム257の地位に就けることを閣下に進言致したく思います。私自身の見解を述べさせてい
ただきますと、6ケ月間、私は彼と共に過ごしたわけですが、そのふるまいは非常に立派で、知
識もあり、才能にも恵まれております。任地では実に役に立つ人材となるでしょう。
海軍中佐リコルド
注記：外洋帆船から書類を受け取ること。レヴェリにおけるアストロノムの俸給を調べること。
PrABM◎，申．166，0°．1，凪2498，几182．原本
（藤原潤子　訳）
257［訳者補注：直訳では「天文学者」となるが、星の他に天気や風向き、雲の様子、波の状態など、航海に
必要な情報を観測する者を指す］
一596・
